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南城中 堤

宿題1 現在ある行事をど機ようにして「総合的な学習の時間」
へ組み込むか

① 行事を「総合的な学習の時間Jと密接にタイ
アツプさせる。

|・ 行事の目的・内容を,「総合的な学習の時間Jの目標・年間計画に合致
させる。

・ 旅行的行事の目的地■時期tま, “学年によつて
"毎年変わることもありうる。

多電 癖離霧=1織2目で秋0癬 済琳霧=2泊3目0スキ
ー合宿 3年修学擦行=2機3着長崎

0ハウステンポス

・ 文化的行事は学校全体にかかわるので,ある程度一貫性傷年目じよう罐れ)を保
ちたい。

② 行事の前の「総合的な学習の時間」は,その行事に向け
た生徒の話し合しヽや準備に

あてる。 (◆従来のように,学活や道徳の時間を行事の準慌
の時FElにあてない.)

宿題3 南城中として「総合的な学習の時間」の名称をどうする力ヽ

宿題2 「総合的な学習の時間二のテーマ

ぐ鶴静 「宇宙船地球号Jの乗組員という意識と「共生」の姿勢を持
ち,

「グローバルJな視野から21世紀を生きる生徒を育成し
たい。

「未来にはぱたけ :地球人(Globalist)!J

「ぼくらは宇宙船地球号の乗組員 !J

「Love Our PlanetiJ

「Enjoy! Learning:」

「Do Your BeSt!」

回
囲
囲
国
国
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宿題4-社会科と「総合的な学習の時間Jとのかかわり

国際理解・環境・福祉・人権・情報。平和・郷土・人間の歩み…等と,総合学習の柱

とされる主要概念は, これまでその多くを社会科が担ってきたといっても過言ではない。

また,地域学習・問題解決学習・ フィールドワーク・体験学習・表現活動・ NIE学習
シミュレーション学習(口…ルプレイなど)・ 討論学習(ディスカッション・ディベート“)などの学び方 (スキル)

も,従来の社会科で十分に研究され,実践が積み重ねられてきた。その意味で,「総合

的な学習の時間に,社会科のおいしいところをとられた…Jと嘆く社会科教師もいる。

さて,本題の「総合的な学習の時間Jと教科としての社会科とのかかわりであるが,

社会科で培う社会認識徹 言え轍 識)・ 主権者意識・ 情報処理能力・ コミュニケーション

能力等が,「総合的な学習の時Fnt」 の取組の中で “他教科'と融合し,ネットワーク化

されて,自己教育力や文部省の提唱する「生きる力」が,スパイラルに成長していくと

いうイメージを描いている。

したがって,「総合的な学習の時間」の新設に伴い,社会科の在り方も根本的に見直

さなければならないと思う。個人的には,と りあえず「社会科0基礎・基本とIま何かJ

というテーマについて,初心にもどって勉強していきたいと考えている。

宿題5 時間割編成についてどのようにしたらよいか
0 35週 で “割り切れない"教科の時間数を調整するため,学期によって「時間割J
を変える。 (★ 2学難を前半・後半にわけ,全部で4期制とする)

爆詢純tヽ霧>  音楽(1総 =45時間 美術(1年)〒 45時間 社会(30=85時間
理科(3総 =80ttFEl 保健体育(112・ 3崎 =90時間

②  「選択教科Jの取り扱い
・ 総合的な学習の時間の内容と区別するため,よ り教科の専門性を高める。
◇名称「Minamishiro Seminar(和 脚 )J

・ 小規模校なので大変困難であるが,可能な教科は, TTにする。 と

・ 第 1学年は,実施しない。
・ 第2学年は, 2時間続きの授業で1教科を履修するふ

(音楽・美術・保健体育・技術・家庭の中から選択〉

・ 第3学年は 2時間続きの授業を2教科を履修する。
MSI…国語・社会・数学・理科・外国語の中から選択
MSI…音楽・美術・保健体育・技術・家庭の中から選択

③  「総合的な学習の時間Jの取り扱い
・ 名称を「 Global Time(酔 絲=GT)Jと する。

・ 金曜日の午後を中心に設定する。
・ 行事の前は,時間割変更をし,CTの時間を集中させてもよい。
・ 特別活動・行事等で欠けた教科の時間は,適宜GTを利用して補う。縦来の裁量投い)

二
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④  「総合釣な学習の時間」の性格
機 基本鋳に “学年単位"でカリキュラムを考案するか,成果があったものについて

は,次年度に継承してひく。 (◇学年カリキュラム)
感 学校全体の講演会や国際交流会,体育大会の準備など,全校あげて取り組まなけ

ればならないもの。 (◇学校カリキュラム)

・ 卒業研究のように生徒が自ら立案し自ら実践するも母。 (◇個人カリキ暴ラム)
。 北城小学校・神領小学校での取組の内容を十分把握した上で,立案したい。

⑤ 評価につしヽて
。 各時間ごとに自己評価・相互評価させ,フ ァイルにとじさ普る。

・ そのファイルを見ながら,担任が適宣 “支援"を行う。
・ 轟々の活動の観察だけでなく,フ ァイルの内容や作品,掲示物,発表の様子など

から総   合的に評振する。 (ポートフォリオ)
・ 学年末に,生徒個々の総合的学習の取組について「通知表」に記述する。
今ACCESSで 枠をつくり,①数値の読込み→②担任による所見入力◇③印刷

(通知表は,学期ごとに回収するので:まなく,学難ごとにプリンタで打ち出す。)

<フ ァイルにとじる学習記録の例> <通 知 表 の 饗 >

(参考:埼玉県杉戸町立杉戸中学校)

総合的な学習の時理 学書記録 年  組  番 氏名

月
'′

  日 (  )1第  退 1     時間目/    時間(計量量崎層)

テ ー マ

活動内容
調査・体験・実験・製作・槻聴

。まとめ・ 発表

その他 (                           )

活動場F7i 担当の先生 1         先生

学習評価

12345
① 学習の課題にせまることができたか
④ 計画通り活動できたか           l l l i l
③ 意欲的に取り組むことができたか      I 1 1 1 1
④ グループの人と協力することができたか   l I 1 l l
⑤ 今日の学習に満足しているか        l i i l t

今日の学習でわかつたこと。感漂・反省 次回の確認 1  月  日 ( )

紳
　
　
距
　
　
師

ギイントアド
`イ
ス

テーマ

自己評任

観 点 学 奮 統
　
一

況

様々な課題から,自分の興味・関心をもとに,適切なテーマを見いだせる。

情報や資料を主体的に収集
こ選択し,表現方法を工夫できる。

人と人との関わりの中で,ねばり強くテーマを追求できる。

既習事項をもとに。自分のできることについて考え,実践できる。

他の意見を尊重し,自分の考えをまとめ.提言できる。

所 見

◎=寝襲1が蠣汁である   fシ =前向きに取り斡lんでいる   空機=特徴を認めがたい
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4
2 学糧組織の確立 学級繰織雨薩立 学級組織の確立

3 覇
=頭
政達鎧 覆ITL心▼l naturel

～成功させよう野外学習～
種憂 未繁諄市計画『K∴SttSA1 211
～修学藤行を有意義なも参紅～4 :再薔豪濯震湾暮霊11(轟睡霧彗ご獲賛:=

5 2
習
Ｄ

学
礎
ア
基
イ
報
デ
情
メ
く

騒
麗轟 i love nature!
～成功させよう野外学習～

班護
‐~隷
奪‡識薔『KASttOA 1 211
～修学驚行を書憲曇薄ものに～3

4

6
貴藩露::轟養学諄1(費然織 1:11 覆研

~~環

珠喜市議薔「KASUGA:21』
～修学擦行を有意義なものに～

未来都市・春日井は,どう
あるべきか,巨大先進都市
東京や横浜の長所・短所を
を参考に考え,自分達の構
想を発表する。,豊盤発表

2
囲 みなみしろ探検隊 !

校区の自然・歴史・産業
生活・交通・文化・伝統
などをフィールドワーク。

●書 難

ロ ディベート甲子園 !

ディベートを楽しみ,コ
ミュニケーションの能力を
高める。
学級ゥ学年ディ杢―卜大会

3
4

7
2
3

=4:

夏11体■義 夏:::体■み
8

=4:::::

9
壺 盛り上ffよ う体育大会 :

簾 割りによる応援合勒
醒 盛り上lずよう体育大会 :

G餡割りによる篤醐駐響戦)
醸 盛り上:fよ う体育大会 :
醸割りによる応援合戦〕12

3 体育
~大
会 百育 大会

~面
鵞 大会

4 国
世界のみなさんこんにちは !

甲電期裏韮l豊化
馨難 伝統・産業等につい
↓  て調べる。

~環~~flhil山
【Globlelly,
Act Loolly .J

環境問題について考える校
    奮   F

事業研究 (テザ最鑢

警曇
2
〔
６

4

2
3 難難 南城フェスティパル 鞭数 繭城フェスティパル 硬爾蘇爾 砂進スティギ睦
4 □1議書会を開こう!

クラスで一冊の本に
ついて語り合う。

圏 ライフスキルを磨こう !
健康の増進について
考える。

轟事業研究(追 欝
↓2

3
:4:::::

主:::::

2
菫 生き方を見つめよう l
～職場体験学習ん

病院・ コンピニ彗飲食藩
工場・商店・ケーキ屋観
地域の協力を得て行う。

中響犠FJ憲表

圏 パリアフリーつて何?
～榎社について考えよう～
車椅子・手話・点字・
アイマスクなどの体験
学習をとり入れる。

●等崎目職表

）
総
―
）
総

卒業研究 (まとめ》

事業研究 (発 表)

3
4

2
2
3
4 醒 さようなら…南城中

奉仕作業・ レク
3
1. ヲ理瑕爾婁T 〒宇  婁う:2
3 国 際

~交
流 会

~匿

「
雨頭¬顧
==≡=菫
■全二

4

匡=「生き方」にかかわる学習
国=「国際理解」にかかわる学習
環=「環境Jにかかわる学習
毎=学校行事

圃=「福l■jにかかわる学習
個=「情報 にかかわる学習
園=「郷■jにかかわる学習
総=すべての要素にかかわる学習

-4-
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漑 鑢 攣ム
爾 理 爾

学年集会 (学年オリンピックの準備など)

ファイヤー隊形 (フ ォークダンス練習)

・ 自然体験
ウォークラリー (自然を見つめる問題を解きながら・

:・),グリーンウォッチング

星の観察,バードウォッチング.落ち葉のしおりづくり,都市緑化植物園の花のスケッチ

・ 学年オリンピック (ク ラス対抗),フ ァイヤー (ク ラスの歌・ キャンドルサービス)

① 演習「情報とは何か」「著作権とは」 (情報発信のマナー・ ルール)

② 情報収集・処理の仕方

0 新聞記事の活用法 (スクラップの方法,複数の新聞記事の比較)

・ プリント類のファイリング,ノ ートの活用法

③ 機器の使い方
0 0HPや OHCの使い方l TPシートの作り方
・ コピー機・印刷機・電話を使用する時の基本的な約束

④ コンピュータの使い方              ´

・ ― 作とルTル
・ インターネット活用法 (ホームページの開き方,メ ールの送り方)

・ デジタルカメラの使い方

① 「みなみしろ探検隊 :Jの主旨や概要を知る。

班編成をする。

フィールドワークの手立てを知る。

電話のかけ方,名乗り方,取材依頼の仕方,当 日の服装,

取材の仕方,感謝の気持ちの表し方,安全確保の手立て

挨拶の仕方,言葉遣い

(緊急時連絡方法)など

-5-
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写
３ 自分たちが興味・関心の持てるテーマを設定する。

例 「米作りの達人に聞く」「地名を考えるJ「大型店ユーストアの知恵と書労を探れ !」
「おすすめ5つ星の店J「春理井 I C ttTll用車は1甍何台?」 「オセンゲ古墳の謎を追え !J

「密議院の秘宝」「堀ノ内は区画整理で一体どんな町になるのか」「下街道の馬頭観制

「大泉寺のぶどうはなぜうましヽかJ「伝統芸能・不二太鼓」 F神領車庫って何だ?」 「祭りJ

「サンクスとミニストップどっちがすごしヽ?J「特集 :大学生 !中部大学生インタビュー」
「校区の特産昌」「地蔵り:|の水源を探れ !」 「地域の街路覇と保存繊」 砲姫酸蹴罐裂

「宅配便の取扱店はいくつある?J「保育困と幼稚国の違いって何だ」「変電所のしくみ」

「 CKDや東京焼結は何の工場?J「水耕栽培ってすごい !」 「平和公園の大賀ハス」
取材の下準備をする。

・ 挨拶の手紙や個人写真つきのプロフィールを作成して取材先に送る。
・ 事前学習 (疑問点の洗い出し),取材当日の行動計画・役割分担
現地取材に出かける。′

調べたことをまとめる。

・ イラストや取材写真を入れたレポートを作成し,学習の成果をまとめる。
・ ポスターセッションで発表する。 (=学年発表)
⑥ お礼の手紙を送付する。

C 「異文化理解講演会」 修畷害爵潮おけ)
。 日本と外国の文化の違い (ALTe春彗井市在住奮学生など)
・ 旅の経験談 (JTBなど)
② 自分なりにテーマを設定する。
例 「私の世界一周旅行計画」「姉妹都市ケローナ」「日本とインドの食生活の違い」
「世界の― 装 〔

サリー・チマチョゴリ・ ポンチョなど)J「世界遺産マップをつくる」
「世界の音楽 (ケーナ・オカリナなど)」 「ハイジのふるさとを散策しよう :」

理 際ボランティア団体」「 NGO」 「アジアのお祭り」「南北問題J「世界の国歌。国旗』
「日本とオーストラリアの関係」「人気ワインの産地を探るJ ttade in chinaを 追え l」

「フランス人とイタリア人はどつちがオシャレ?J「コソボについて考える壺
3 テーマEllク ラス編成 (それぞれの教室に担当教師を配置→支掛

101教室    102教 室 103教室   学習室 1 学習室2

(家庭科教師)(美術・音楽教師) (英 語教師)  (社 会科教師)
※ 該当する教科担当教師がそ鍮学年にいるとは限らなもヽ。 (“できたら'の話である)
※ 同じテーマの生徒はグループをつくつてもよい。           ヽ

-6-
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衣食住:こ関連
するテーマを
選択した生徒

音楽・芸術関連
のテーマを選択
した生徒

英語圏の諸国
を調べる計画
を立てた生徒

民族・歴史 お地理
関連のテーマを選
択した生徒

観光・旅行・ その

他のテーマを選択
した生徒



④ 調査活動に入る。
・ インターネットで検索 (例 :外務省のホームベージ)
・ 図書館や名古屋国際センターの活用
⑤ 校外学習「リトルヮールドJ,00自分に関連のある項目の調査
⑥ まとめの活動 (B紙・楽器の演奏・ TP・ 国際新聞など)
⑦ 学級で F発表会Jを行う。

:警:普1幸:警:申:■:■:=: 本 に 親 じ む 4時FB5X 4=16時 FEE

① 自分の読書生活を見つめよう。 (読書の必要性や価値に気付く)
② 心に残った1冊の本を紹介しよう。
③ 『読書会』の方法について話し合おう。
④ 『読書会』で取り上げる本を決めよう。
⑤ 各自のペースで読み始める。
③ グループごとに話し合いのテーマを決めて話し合い,出された意見を全体に紹介する。
① 主人公の生き方について,学級全体でディスカッションする。

場 体 験 学 習 2時間X7=14時 理

① 自分の特性をいろいろな角度から見つめ,どんな職業に向いているか話し合う。

γ ・ さまざまな職業について,仕事の内容を確認しながら,自己の興味・関心を確かめ,発表する。
・ 自分の特性をまとめ,班で交流してよさを認め合い,・ さらに伸ぱすとよいところを話し合う。

② 人々の話や職業講話などから何のために働くか考える。
・ 働く目鋳について,家族や身近な人たちに聞いてきたことを交流する。
・ ハローワニク所長の「職業講話」を聞く。 (「企業が求める人材」など)
③ 職湯体験の計画を立てる。
・
~職
場体験で具体的にどんなことを学びたいのか,明確にする。
0 職場体験をする上での注意事項を考える。

・ 自分は,職場体験にどのような決意で臨むのか明確にする。
④ 職湯体験をする。 (終日)
例 農業 (園芸・酪農・水耕)ご 和洋菓子店・パン屋・ スーパー・ コンビニ・ホームセンター

書店・電化製品店・飲食店 (喫茶店・ ラーメン屋・すじ屋・中華料理屋・ ファミリーレス

トラン)・ ホテル・結婚式場。小売店・建設建築 0美容院・床屋・図書館・消防署・郵便局

陶芸・病院・老人ホーム・幼稚園・保育園 など

⑤ 報告書をまとめる。 (学年で小冊子にまとめる。時間があれば「職場体験発表会Jを開催する。)

⑥ 体験活動の感想と事業所へのお礼の手紙を書く。
※ 傷害補償額1000万円,賠償補償額3億円ぐらいの保険に加入させたい。
※ 幅広い職種の選択肢を確保するため,校区外の事業所も可とする。
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三
十
0■
■ |■1■

=|■

十
野外学習にむけ7準 備 12時 間

X5=1時 間

・ 自炊献立の話し合い

・ 学級スタンツの練習
・ 学年集会…ファイヤー全体練習, F野外学習の心得J

「自然体験土に力点を置く 行 事

・ 豊富な自然体験ができる宿泊施設 (キャンプ場)を選ぶ。
・ 本校:ま毎年「山」だが,「海」も選択肢に入れたい。
・ 冬に「スキー合宿」をするのも一案である。 (雪国の生活についても学ぱせたい)

■デ ■ |べ‐ ‐ 甲 華 華 :=|コ ミュニケァシ基ン勘 12嘲 X6=12時 間

① 「ディベートとは何かJを知る。 (ビデオ)
② チーム編成を行う。
・ クラスの中で8班つくる。 (1班 4人～5人)
・ 男女混合・等質班
③ 生徒の生活に密着した論題を設定する。

例 「ゴミ収集は有料化すべきである」      「出席簿は男女混合にすべきである」
「給食をやめて弁当持参にすべきである」   「高校は義務教育にすべぎであるJ
「凶悪犯罪は少年でも厳罰にすべきである」  「割り箸は森林破壊である」
「江戸時代の鎖国は正しい選択であったJ   「死刑制度は廃止すべきであるJ
「総理大臣は国民の直接投票にするべきであるJ「夫婦別姓制を導入すべきである」

④ 組合せを決める。

論題1  肯定側 (Aチ ーム)VS否 定側 (Bチ ーム)      ゝ
論題2  肯定側 (Cチ ーム)vs否 定側 (Dチ ーム)
論題3  肯定側 (Eチ ーム)VS否 定側 (Fチ ーム)
論題4  肯定側 (Gチ ーム)VS否 定側 (Hチ ーム)

⑤ ディベートの準備をする。
・ 役割分担     ・ 資料収集 (イ ンターネットの活用)   。 立論作成
・ 提示資料作成   ・ 発表練習               ・ 質問対策
⑤ ディベートを行う。 (「立論」「尋間」「反駁J「最終弁論J)
・ 全員がディベT卜 に参加。
・ ディベーターでない時は審判を行う。
① クラスで 2チームを選考し,「学年ディベート大会Jを行う。
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踊 岬 ,闘狂・Act Looll● 1轟翻 象 二い義 ぇる 1 2轟商長息
二1悪轟

① 「環境フォーラム」を開く。
・ クリーンセンター所長をはじめとして,環境の問題に詳しい方 (各機関の代表)を招く。
。 生徒が環境に興味を持ち,生徒の視野が広がるようなお話をしていただく。

② 自分達の住む春日井市・南城校区の環境調査をする計画を立てる。
・ グループ編成とテーマ設定
く例〉 内津チ||の水質調査 (パックテスト「 COD」 「N02J「 P HJなど)
酸性雨調査  庄内川の水生生物  放射能調査 (科学技術庁『かはるくん』)
交通量調査  生活廃水  南城中の植物図鑑  ゴミ処理の実態

③ 現地調査に出かける。
④ 校外学習 (1日 )"・自分達で調べたことや環境認識をさらに深めるための取材学習。
〈綺> 春日井市クリーンセンター・市役所 (公園緑地課・河川廃水課・環境対策課など)
春日井市環境分析センター (高蔵寺)・ リサイクルの市民団体・でんきの科学館

エコパルなごや (環境問題)・ ウッディランド名古屋・名古屋市生活衛生センター

名古屋国際センター・下水道科学館・名古屋市リサイクル推進センター

⑤ 調べたことをまとめ,発表する。 (学年発表会)
⑥ 自分達にできることはないかを,ク ラスで考え,実践する。
く例> 「缶 0運動」「公園をきれいに」「地蔵川の清掃」「給食の残りで肥料をつくる」など

① 「健康」に関係のある計算式を出す。
・身長と体重のグラフ  ・身長から求める標準体重の式  ・ ローレル指数

② 食べ物からエネルギーがどうして出るのか。～カロリーの概念～
③ 健康ドリンクの成分を探れ !『リゲイン』『 リポビタンD』 『エスカップ』『チオビタ』
④ 「○○な体」になるための食事メニューと運動メニューを考える。
・同じ願望の生徒 5～ 6人で1グループをつくる。

・テーマを決める  A ダイエットしたい!   B 筋肉質になりたい !
C 頭がよくなりたい !   D にきびをなくしたい !
E 骨を強くしたい [    F ストレス・ イライラをなくしたい !

⑤ 考えたメニューに基づいて班ごとで「調理実習Jを行う。
③ 学習成果を発表する。 (食事メニュー・運動メニュー)
例 B班 (筋肉班)・・・プロテインたっぷリメニュー→キムチ鍋・卵おじや・プロテインミルク
C班 (頭脳班)・・・DHム とよく噛むことで脳の活性化→イワシノトンバーグ・ タコの酢の物

⑦  (時間があれば)発展学習=「警告文Jをつくろう !

例 「薬物に手を出したいと思っているあなたへJ
「たばこを吸いたいと思っているあなた、J
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③

④

0 身近なバリアフリーを見つけよう。
エレベーターつき陸橋奪階段昇降機エスカル (駅などに設置)・ 車持子の人がrll用できるトイレ

階段のわきについている車椅子罵ス冒―プ・点字プロック・ ノンステップバス・晴盲共遊玩具

盲導大・聴導大・押すところに印のついたシャンプー・パラマウントベット

音楽のでる信号…

② バリアを体験してみよう。
・ 車持子 ・  アイマスク ・ 日でくわえて文字や絵を書く
・ ヘッドホンを着用して歩行
「福祉講演会」を閑く。

・  「デイ・ サービスセンター」「老人ホーム」「愛知県平国ニー」など,福祉関連に尽力
してみえる方の話を聞く。

・ 高齢者や障害者にとって,何がバリアになってしヽるか考える。     ′
バリアフリーの社会をめざすには何が必要かを考えよう。

・ 施設のパリアフリー
・ 街のバリアフリー
・ 日用品のパリアフリー
・ 家の中のバリアフリー

☆ 今後必要なバリアフリーを考える。

・ 制度に見るバリアフリー (介護制度・ハートビル法)
ちいのバリアフリー"について考える。

・  「私たちの心構え」 鳳 たちにできること」を話し合う。
・ 介護場面を想定したロールプレイを行う。               ・
・ ボランティア活動に参加している方から話を聞き,共生の精神について考える。
自分達にできるボランティア活動について話し合う。

やれるところから取り組もう!(老人ホーム訪問など)           ・

-10-
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① 春日井市のイメージについて考えよう。
・ 名古屋市のベッドタウン
・ 書の街
・ 特徴や魅力に欠ける街
② 「アンケート調査Jを実施する。 (南城中学校生徒・保護者・駅前出口調査・中部大学生)

0目> 1 春日井市の「よいところ」「よくないところ」をあげてください。
2 春日井市は住みよい都市ですか。
3 春日井市長に一番取り組んでほしいことは何ですか。
4 春日井市が発展するためには,何が必要ですか。

5 50年後の春日井市は,どうなっていると思いますか。 など

③ アンケート結果から,春日井市の “現状と課題"について話し合う。    ―

④ 春日井市役所企画課の方を招き,『第3次春日井市総合計画』の概要を話してもらう。

③ 春日井市の現状・課題を「未来に向けてどうすべきかJ「春日井市をどんな都市にしたいか」と

いう視点から,グループごとで考える。

例 春日井市のゴミの問題,春日井市の福祉施設,春日井市の交通問題,春日井市の国際イL

春日井市の駅前の開発 (特に神領駅),春日井市の公轟整備,春日井市の文化振興,

春日井市の水問題,魅力ある街づくりには何が必要か,春日井市の犯罪と治安  など

◎ 修学旅行「東京・横浜Jで, 2つの大都市の街づくりから何を学ぶか,計画を立てる。
例 ・  「夢の島Jをこの目で見よう !
, 未来都市「みなとみらい21」 「お台場臨海副都心J「天王洲アイルJから学ぼう !

・ 東京の交通機関 (地下鉄・首都高速・山手線等)の利便性と弊害を調査しよう。

・ ―カナダ大使館に行こう !
・ 農林水産省へ行って,「明日の農家の姿」を考えよう !
・ 大都市の公園の実態を探ろう!(新宿御苑・代々木公園 `上野公園・山下公園…)
・ 警視庁へ行って,都市の治安維持対策を知ろう :
・ 東京都庁へ行って,「都市計画」「大都市が抱える問題」を取材しよう :
・ 環境庁へ行って,「日本の環境対策」について考えよう !

○

0

修 学 旅 行  (東京・横浜 2油 3日)現 地 調 ―
0

修学旅行で調査したことをもとに,未来都市計画「 KASUGA 121」 のプランを立てる。

「学年集会Jで自分達のプランを発表する。

春日井市役所の企画課へ未来都市計画「KASUGA 121Jを 提出し, “私たちの提言"と いう

かたちで,市政に参画する。
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① 自分の個性や自分のこれまでの学習を振り返り,これからの「自分探しJ F自分づくり」につな
がる探究テーマを設定する。

・ テーマを決定し,活動計画を立てる。
・ 学級内でテーマ交流をする。
・ 複数のメンバーによる共同製作・共同活動も「可Jとする。
<活動のタイプ>

A 文献や聞き取り:フィールドワークなどにより,調査・研究をして,自分なりにまとめる。
B 音楽・絵画・ ビデオ・ホームページなどの作品をつくる。
C 専門的な知識・技能を練習や学習により獲得する。
<例 > 「卒業論文J「報告書」「緊急レポニト!J(環境・福社・人権・国際理解・健康・AIDS→
21世紀への提言

小説・随筆・俳句集・短歌集

『自分史Jをつくろう !

続 0-

『生徒会だより』の英訳
→Eメ ールでラットランド・ ミドルスクールヘ

地球語「英語」を話したい !(英会話の練習)

他校の “キーパル"と Eメ ールの交流

ビデオ『校区の歴史をたずねて』の製作

コンピュータによるホームページ (学校紹介)づくり

南城校区ガイドマップの作成

ピアノ曲の作曲「僕は南城の坂本龍一 !」

室内管弦楽の調べ

種 し"の音楽の研究

バンド活動「ビートルズを演奏しよう!J

卒業作品 (ロボット製作・絵画・暮らしに役立つモノ・書道)

創作ダンス「MAXを越えろ!J                 ・
いじめ撲滅のためのミュニジカル

ディベートのスキルを磨く !

伝統工芸を学ぶ

手話で交流「耳の不自由な人に歌を届けよう !」

点字の研究

リサイクルと被服製作 (不要な布でつくるファッションショー)

続・保育体験 (伊藤幼稚園・ひなご幼稚園・神領保育園)

ガーデンプランニング

② 校外・構内の目的に合った場所で探究活動を行う。
③  鵬瀑Fヨロ露ヨ 「学年展示会Jを開く。
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①

②

③

奉仕作業 ～心をこめて～

卒業レクリエーション (球技大会)

すぱらしい卒業式にしよう !(卒業式の練習)

・ 体育大会で「たてわり」で応援合戦をする。
・ そのための練習時間を確保する。
・ 3年生は,夏体みの間に応援合戦の構想を練り,練習計画を立てる。

・全員で器械体操

e太鼓:輪わきて演技をする

・全員で歌う

。由に合わ普て踊る

書 「国際交流会」の準備に学校全体で取り組む。
奪 巨メールで姉妹絞との “生徒同士"の打合せもさせた毎ゝ。
・ ラットランドの中学生が来日しない年は,春獲井市 (あ るいは近郊)在住の外国人留学生を招き,
「醸際交流会Jを開く。 (奮特に,ア ジア・アフリカの留学生を多数握きたい…)

:例

。 現在行っている「心の教育講演会』を継承。発展させる。
・ できたら,「わらぞうりづくり」なこ 地域につたわる “伝統的な技"の伝承もできると良い力ヽ
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授業時数

GT=総合的な学習の時間
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<1学期 > 12週

月 火 水 本 金

道徳 理① 国② 国の 国④

2 社① 社② 社③ 詢 美9
3 理① 理② 理③ 撤① 体③
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6 / 体① 体② / GT
<2学期> 前半 8週
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3

X

10

2

X

10

2

X

10

2

X

10

2

X

10

1

X

10

1

X

10

0

X

10

2

X

10

議
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GT=総合的な学習の時間
MS=選択教科

<1学難> 12週

月 火 水 木 金

道徳 齢 国② 国③ 美Φ

2 社① 社② 社③ 購① 詢

3 数① 数の 数③ 隊◎ 体◎

4 鶏 鸞 英③ 体① 体③

5 理① 理◎ MS 霧 GT

疹 / 理◎ 懸 S / GT

轟 搬 購 鐵 難 謙 美籍
謄
澤 鐘 畿 難 畿 齢

3

X

12

3

X

12

3

X

12

3

X

12

3

X

12

1

X

12

1

X

12

3

X

12

2

X

12

1

X

12

1

X

12

2´

X

12

2

X

12

<2学期> 前半 8週

薦 火 水 本 金

道徳 国0 国② 国③ 美①

2 社① 社の 社0 議◎ 櫛
金
響 数⑫ 数③ 数◎ 厳② 体⑫

4 鶏 期 幾 体① 体③

5 理① 理② 闇 S 報 GT

6 / 理③ MS / GT

轟 社会 辮 懸 難 議 難
き
爾
縁
枠 鑑

雑
椰
巌
遅 続

曇
轟

３

ｘ
　

８

３

　

ｘ
　

８

３

ｘ
　

８

３

×
　

８

３

ｘ
　

８

ｌ

　

ｘ
　

８

ｌ

　

ｘ
　

８

３

ｘ
　

８

２

　

ｘ
　

８

ｌ

　

ｘ
　

８

ｌ

　

ｘ
　

８

２

　

ｘ
　

８

２

　

ｘ
　

８

24 24 8 3 8 8

後半導週

蝿 火 水 本 金

・■ 道徳 国⑪ 趙◎ 麺⑬ 美⑪

鵞 社① 社② 社③ 隊① 櫛

3 数① 数② 数③ 露⑫ 体②

4 知 鷺 鸞 体① G丁

務 理① 理② 爾 S 奪 GT

6 / 理③ 簿 S / GT

轟 職́ 欝 麟 難 議 美讐 麟 撤 道撞 轟 選択
曇
轟

３

×
　

５

３

×

　

５

3

X

5

３

ｘ
　

５

３

ｘ
　

５

1

Ｘ

　

５

ｌ

ｘ
　

５

２

ｘ
　

５

２

ｘ
　

５

ｌ

Ｘ
　

５

ｌ

ｘ

　

５

２

ｘ
　

５

３

　

ｘ
　

５

15 5 5 5 5

<3学期> 10週

月 火 水 本 金

道徳 国① 国② 量e 美①

2 社◎ 社② 社③ 歓① 講

3 数① 数② 数③ 購◎ ll■O
4 難 鸞 英◎ 体① GT

5 理① 理② 懸 霧 軸 GT

各 / 理◎ 艤 S / ST

理 盤 孵 曇 難 議
億
寵
圭
大 鋪 数 轟 鍾 選択

ム
ロ
曇
再

3

×

10

3

×

10

3

X

10

3

X

10

3

×

10

1

X

10

1

X

10

2

X

10

2

X

10

1

×

10

1

X

10

2

X

10

3

X

10

19

授業時数
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GT=総合的な学習の時間
MS=選択教科

<1学期 > 12週

月 火 水 木 金

道徳 国① 藝② 国◎ 美◎

2 如 数② 数③ 理① 理②

3 難 知 鵜 櫛 体③

4 社① 社② 体① 体② GT
電

） 厳① 澪苺 轟5群 犠 GT

6 / 鐵 澪轟 / GT
<2学難> 前半 8週

臨
Ａ
〓
毎
韓 諄 醸 難 謀 難 縮 購

蟻
諄
螢
週 轟 議

Ａ
齋
機
轟

3

X

12

2

X

12

3

X

12

2

X

12

3

X

12

1

X

12

1

X

12

3

X

12

1

X

12

1

X

12

1

X

12

4

×

12

3

X

12

月 火 水 本 金

道徳 国① 国② 轟③ 美①

2 数① 数② 数③ 理① 理②

3 難 鶏 知 錮 体◎

4 社① 社② 体① 体◎ GT
一じ 薮① 覇 澪理 蠅 辱 丁

6 / 麟 纏5税 / GT
後半 5週

鐵
ハ
バ
縛
彗 欝 懸 難 機 美讐

奮
舞
静
枠 隊 進簸 幅 敵

Ａ
口
饉
藝

3

X

8

２

　

Ｘ
　

８

３

ｘ

　

８

２

ｘ
　

８

3

X

8

ｌ

　

Ｘ
　

８

ｌ

　

ｘ
　

８

３

ｘ

　

８

１
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ｌ

　

ｘ
　

８

ｌ

　

ｘ
　

８

４

　

ｘ
　

８

３

ｘ
　

８

8 8 8 8 藁

月 火 水 本 金

1 道徳 国① 国② 甕◎ 美0
2 数① 数②

′
麹 理① 理の

3 知 知 鶏 体① 体②

4 社① 社② 社③ 調 G丁

5 更7C 邸 瀬35科 灘 GT

6 / 騨 灘騨 / 尋 丁

<3学期> 10週

臨
ム
〓
毬
饉 鮮 懸 難 畿 美循 鯖 購 瞳

再
輸
患
鷲 選投

ム

願

饉

轟

３

　

ｘ
　

５

３

ｘ
　

５

３

　

ｘ
　

５

2

X

5

３

　

ｘ
　

５

ｌ

ｘ
　

５

ｌ

ｘ
　

３

２

　

×
　

５

１

　

×
　

５

ｌ

　

ｘ

．
５

，
ｌ

ｘ
　

５

υ

４

ｘ
　

５

３

ｘ
　

５

懸 5 5 5 懸

月 火 水 本 金

道徳 国① 菫② 国③ 美①

2 数① 数② 数③ 詢 理②

3 難 英② 美Э 理① 理③

4 社① 社② 社③ 体① 体②

5 歎① 鐵 轟 5科 素 GT

6 / 輔 轟警 /″ GT

璽
縛
性 欝 繁 難 議 美衡

蓄
Ｈ
繊
抒 鏃 麟 難 獣

Ａ
饉
饉
纂

3

X

1番

3

X

10

3

×

10

3

X

10

3

X

1攀

1

X

10

1

X

10

2

X

10

1

×

10

1

×

10

1

X

lθ

4

X

10

2

X

10

30 10

授業時数
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平成 6馨 11月 11目 (金)

春理井市立南城中学校

豊かな感性と思ilやりのある心を育み,温か:ヽ実践力を培う環境教育の推進

～身近な生活から出発し,主体的に取り組む生徒の育成～

研 究 主 ―i



Fま じ め

最初に, “環境教育"と いう重要なテーマで研究・実践の機会を与えてくださった愛知県教育
委員会,愛日地方教育事務協議会,春日井市教育委員会に深く感謝申し上げます。地球環境につ
いて新聞で垣間見る程度の知識しかなかった私たちにとって,この一年半はまことに貴重な期間
でした。ずいぶん多くの人や書物に触れさせていただけました。

母なる地球に人類の祖先が誕生して以来,440万年もの悠久の時間を経て文明や科学が発達し
てきました。人間は快連な生活のために工夫に工夫を重ね,人間の生活にとつて不都合なものを
徹底的に排除する力をも手に入れました。その結果,この100年足らずの間に,人回は爆発的に

増加し,地球環境は急激に悪化しました。生き物の基盤である水や空気の汚染,森林の破壊,多
くの生物の種の絶滅と食物連鎖の断裁などを招きました。このような危機的状況に直面しても,

なお人間は今までに得た快通な生活を捨てることができなくなっております。

多くの書物に目を通すうちに,「こりゃだめだJと 地球の前途に対して悲観的・絶望的になり
かかったり,「環境教育は暗いね」と話 し合ったこともありました。地球を一つの生物に例える
なら。人間はまさに地球に巣喰う癌細胞ではないかとさえ思うこともありました。癌細胞が増殖

して自らの生存基盤である宿主を征服じ死滅させるとき,自身も生き続けることはできません。
それが分かっていて,なお増殖を止めることができないのです。
しかし, “教育とは希望を語ること'であります。このような状況のなかで地球環境のために
地道に頑張っておられる様々な分野の人と出会い。お話を聞いたり活動に参JJEさせていただいた

りしながら,「今,自分たちに何ができるだろうJ「小さなことでもいい:と にかく一歩を踏み `

出そう」と,生徒たちと一緒に勉強しながら多様な活動を進めてきました。
活動の体験を通して生徒も教師も少しずつではありますが確実に変容しら多くの概念に出会う

ことができました。例えば “人間が本来持っ。ているはずの優しさこそが地球を救う" “本当に強
くなければ優しくなれない

い
という概念は, 4教師の優しい心こそが生徒の優しさを引き出す

丼

・本当に強い教師は生徒にも優しい"こ とを教えてくれます。「人FE5も実は自然のなかの一部で

あって,自然や様々な生物とのかかわりのなかで生かされている」としいう謙虚な言葉に込められ
た重みは “教師もまた生徒とのかかわりのなかで生かされている'こ とに気付かせてくれます。
また,学習指導要領で強調されている “主体的に対応できる能力や態度の育成"は環境教育にお
いても
｀
重要なキーヮードであります。私たちは,すべての授業において,その形態や方法を見直

し,パズやディベートなどの協同学習を推じ進めてきました。その結果,未熟ではありますが新
しい学力観についての理解が深まったように思ります。

今回の研究・ 実践をすすめる過程で,愛知県教育委員会の井谷指導主事,愛 日地方教育事務協
議会の佐藤指導主事をはじめとする多ぐの先生方から多方面にわたる貴重な御指導をいただきま

した。ここに深甚の感謝を申し上げます。また,こ れから先も「地球の素晴らしさは,生命の輝
きにある。地球はあらゆる生命が織りなすネットで覆われている。その地球の美しさを感ずるの

も,探究するのも,守るのも,そ して破壊するのも人FElなのである。」というレィチ三ル・ カー
ソンの言葉をかみじめながら,子どもたちが本来持っているみずみずしい感性を喚び起こし,主
体的に参加できる力を涵養し,そ して子どもたちと一緒に仕事をしていきたいと考えておりますよ
一層の御指導と御鞭撻をお願いいたします。

平成 6年 11月 11日

春日井市立南城中学校長 JJ3藤 孝 史

rこ
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I本 校 の 概 要

1 校 区 0概要
本校は昭和58年に東部中学校より分離独立し,春日井市13番目の中学校として開校した。開校当
初は東部中学校の校舎の一部借用,プレハプ仮校舎での出発であうた。開校の年の 6月 に現校舎に

移転し,以来11年を経過した。           こ

校区は春日井市の中央部のやや東寄りにあり,東名高速道路と国道155号線が南北に縦貫し,国

道19号線とJR中央線が東西に横断しているという交通の要衝にある。開校当初は学校周辺には水
田や畑が多かったが,近年は区画整理事業が進行し,住宅が立ち並ぶようになり,近 くに大型ショ

ッピングセンターなどもでき,都市化の傾向にある。しかし,学校のすぐ西を地蔵川が流れ,正門
の前にはよく手入れされた畑が広がり,その向こうには内津川が流れるという静かな田園風景も広

がっている。校区の金ヶ口地区から大泉寺地区にかけての丘陵地帯には,緑豊かな雑木林が広がっ

ている。また,かんがい用のため池も多く,校区には大小 7つのため池が点在している。さらに,

校区には重要文化財の「密蔵院多宝搭J,および「高御堂古墳」など数基の古墳も有している。こ
のように,学校をとりまく自然 。文化的環境は,明 日の郷土を担う人づくりにふさわしい恵まれた

環境にあるといえる。

保護者の職業は,給与所得者が多く全体の70%程度を占め,次いで自営業者が約16%,公務員が

約12%,そ の他の職業従事者が約 2%である。保護者の家庭に専業農家 :ま 1戸のみで,兼業農家は

20戸 (約 4%)あ る。また,共働き家庭は年々増加しており,生徒の半数以上の家庭が共働き家庭
である。学校教育に対してはたいへん協力的であり,学校への期待も大きいものがある。

2 学 校 の概 要
(1)教職員数 26名 (う ち県職事務員 1名 ,市職用務員 1名 )
(2)担当教科別教員数 (校長・ 教頭・養護教諭は除く)

教  科 国  語 社  会 数 学 理 科 音 楽 美  得 保 体 技  家 外圏語

人  数

(3)学級数 (平成 6年度 )

学 年 第 1学 年 第 2学 年 第 3学 年 合 計

学 級 数 4 4 5 13

(4)生徒数 (平成 6年 5月 1藝 現在)

第 1学 年 第 2学 年 第 3学 年 Ａ
ロ 計

男 子 80 82 83 245

女 子 56 75 88 219

Ａ
口 計 136 157 171 464

-1-
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整徒 の実態

本校の生徒は明鯛で素直な生徒が多い。昭和62年以降の国際理解教育参推進の中で自主性や自律

性も育ちもっぁる。

生活藝においてtま ,反社会的行動に走るものは極めて少なく,服装や頭髪の乱れなどもはとんど
なく落ち着いている。しかし,不登校やその額向にある生徒が若干名おり,その対策には音慮して

いる。いじめ・登校拒否対策委員会での話合いや現職教育での事例研究会や学習会などの取組,関
係機関との連携による指導などを通して克殿への努力を続けている。

一方,学習面 :こおいて :ま,学習することの大切さl■認識しており,落ち着いて授業を受けること
ができる。しかし,指示待ちをする生徒も多く,授業で自分の考えを発表しようとする積極性や,

自ら課題を発見し解決していこうとする姿勢 :まやや弱いところがある。

環境問題に対しては,緑の減少や河Ji:の汚れなど, 日常生活と結びついたこと:こ 171関心は高いが,
生徒会が自主鋳に取り組むリサイクル活動や河J::敷 の清掃活動への参加状況など|ま決して高いとiま

言えず,行動面での積極性が望まれるところである。

4教 育 轟標

友と仲良くし

～ 自

自ら進んで学び合い

分 の 人 生 を 飼 る

じっかり発言のできる南中生

責 任 者 は 自 分 ～

(1)生命と人間を尊重し,自然を愛し,環境を大切にしようとする生徒を育成する。

(2)個性豊かで,他の個性を大事にできる生徒を育成する。
(3)自 ら進んで学習し,生涯にわたって自分の生活を築こうとする生徒を育成する。

(4)郷土を愛し,国際社会の中で信頼と尊敬を得る生徒を育成する。

学校南方上空よヴ撮影 (平成 4年 7月 )
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「豊かな感性と思いやりのあるJ心を育み,温かぃ実践力を培う環境教育の推進」
⌒―身近な生活から出発し,主体的に取グ駆む生徒の育成～

重 研 究 主 題

2 研究主題設定の理由
本校 :ま昭和62563年度,愛知県教育委員会及び春日井市教育委員会から国際理解教育の研究委嘱
を受けた。以来今日まで,国際社会に生きるにふさわしい青少年の育成をめざし,その根底に「友
と持良くし,自 ら進んで学び合しヽ,じ っかり発言のできる南中生」 (教育轟標)を据え,教育活動
全般の中で実践的研究を進みてきた。

明朗で素直な生徒が多しヽが,積極性にはやや欠けるという本絞生徒の実態を踏まえ瀑自主性を育
成すると建ヽう課題にこれまで取り組んできた。これを環境教育という視点からとらえ直し,環境に
対する感性をさらに磨き。優じしヽ思いゃりのある心を育て,環境問題を自己の問題としてとらえさ
せ,よ りよい環境のelf造 に主体的 :こ取り組む実践力を培うことを意図してしヽる。また,現在の環境
難題の多くが,人々のより豊かで便剰な消費生活へのあくなき追求とそれを支える生産活動によっ
て写:き起こされているとするならば,な ぉさらのこと環境教育を通して,環境論理に裏付けられた
人間としての在り方や生き方についての自覚を深めさせ,他者 (人および自然)に対する温かもヽ人
間味のある働きかけのできる生徒を育成しなければならないと考え本研究主題を設定した。
この研究推進に当たって|ま ,教師集団の共通理解と研究態勢の確立を健す方向で取り組みたい。
さらに, この研究主題の追究 1ま ,教育目標を具現化するためのel‐力な手だてとなり,学校に新たな
活力を生み出すにちがいないと考える。

3 研 究 方 針

(1)環境教育を学校の教育活動全体の中に位置づけ推進して苺く 。
(2)教科指導で :ま ,環境教育に鷲連す季指導項目を年間指導計画の中に明確にする。さらに,それ
らを抜粋して一っにまとめた 擁 境教育年間指導計画」,ぉょび「軸テーマ覇ぜ環境学習配男剤
を作成し,教科間の連携を図り環境教育を推進していく。
(3)道徳では,中学校学習指導要領に示されてひる内容項目の中で「 3(1)自繁愛,(2)生命の尊
重,4(4)勤労・社会奉仕 む公共心"(9》 国際理解 。人類愛Jな ど直接的に環境教育に関連する
指導項目を重視して取り組む。しかし,そ の他の権導項目でも闘接的なかかわりが深建ヽ鍛で,道
徳教育全体をさらに充実させ,道徳的実践ヵ書高め,環境教育推進の一翼を担う。
(4)特別活動で :ま ,本校が従来からめざしてきた自主性め育成という課題を環境教育の視点からと
らえ直し, さらに発展させる。学級の時間 :こ おける環境にかかゎる学習を「グ藝―パルタィムJ
と名付け,全学級での取組を展開する。生徒会購動で!ま環境保全への実践活動の場としての機能
を重視し,生徒会活動全体の強化を圏る。
(5)本校が従来から取り組んできた国際理解教育とのかかゎりでは,限られた地球環境の中:こ共存
していく地球人としての認識をさらに深めさせ,今後奪国際社会の在り方を環境問題鍮観点から
もとらえることのできる生徒の育成をめざす。

中学生として何ができるかを基本:こ据え,着実で日常晦な環境教育を推進する。

-3-



4 霧究の全体構造図

教 育 国 標

目

――

押

―

―

憲 法

教育基本法

学校教育法

学習指導要領

生命と入鍵を尊重し,農盤

を霊し,環境を大灘にしよ

うとする豊後を育成する。

優性豊かで,像縁個性

を入事にできる生徒を

育成す番。

自ら進んで学習し,生涯に

わた参て自分録生話を築こ

うとする豊壼を育成すう。

難土を愛も,饉藤社会鍮

中で信嚢と尊畿を得る生

縫を育成する。

生徒0実態   覇鯛で素直な生徒が多tヽ。国際理解教育の機進の中で自主性や自律性も育ちつつ

ある。環境闘懲に対しては,緑の減少や河‖|の汚れなど,E言生活と直結したことには関心は高ill

が,生徒会のリサイクル活動へ0参加状況などは高ヽヽとは言えず行動面での積極性が望まれる。

地域0実態   校区ll宅地化が進行しているものの,田や燿も比較的多(残っており,多くのた

め池や雑本林も見られる。生徒の保護者ll環境教育にも源い理解を示し,資源目収や制顧リサイク

ルなどの活動に猿極的に取り糧んでおり,地域もこれを支えている。

‡綾ぎ従来から達めてきた墨募理簿教育と1質達

かけがえのない地球環境鍮中で共存してい(地球人とし

て,国際社会の在り方をダローバルな楓点から考えようと

する生徒を育成する。  .

0・ 入霧尊重参心の育成  ② 平梅を愛する心の育成

③ 寝国や漉置の文化を理解し尊重する心鍮育成

環境教育鋳量標

育てたも)生徒像

自然や萎し1:も曇に感動し豊

議学環境を大壌にする生鐘

社会e=員として機力して

よりよい環境をめざす生徒

環境とそ織現実を自ら0 : : 環境闘題0解決のため自ら

問題としてとらえる生徒 : : 積極的に行動する生徒

研 究 主 題

猛豊かな感性と思いやりのあるJさを育み,温かもヽ実践力を培う環境教育総推進 J
～身近な生活から畠発し,主体的に取り織む生徒の育成～

環境教育の基本
'1975 ベオグラード量1

[臨心・知識・叢度

研 究 の 指 針

既念

: 環境教育菫標6項目の設定

・擁麓,諄姜能力・参搬]

環境教育のねらい 「環境教育指導資料(文毒省編)」

環境や環境問題に関心'知識をもち,人圏活動と環境とのかかわりについ

ての総合的な理解と認識の上にたって,環境の保全に配慮した望ましい働き

かけのできる技餞や盤考力,網断力を身につけ,より良ll環境の目造活場に

主体的に参加し環境へ0責任ある行動がとれる態度を育成する。

・  学習指導要領・教育課程を基礎とし,学校教育全体鍛中で「環境教育』を推進する。
O Thittk Globally,Act Locally「 地球規模で考え羅元から行動するJを常に念頭におく。
○ 知識母習得だ iナ でなく,技能の習得や能力・ 態度の育成薔こも力点をおく。
。 生涯学習の基礎としての「意思決定能力」「自己教育力』を育成する。
・  自然環境母みならず警社会環境奪こもスポットをあて 4。
O GISCAな ど母環境保護団体とも提携して体験活動を深め込。また,寿 ナダの難妹校と研

究の上でも提携を結ぶ。
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春爾
:井
市立南城中学校

研 究 の 内 容
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体 構 韓

各教科0授業実践を通してどeょぅな環境認識を育ててtl《べきか韓また『自己教育力e育成」を視野に入れながら,環境教育静露標である能力や態度を育
まするために鐘どeよぅな手だてが必要か,そ曇具体的な方旋議を場らか鍵も,実践を覆んでiく ことをめざす。

:  O 「体験的学習J『欝題解決飾学習」を重視した授業法鍛改善に取り糧む。(学習の援動者としての教師の役鋼鍛菫覚)
:  0 「環境教育年間指導講麗J[機テーマ覇環境学習麓爾表Jを作成して発達段撥壼応した指導と教科間の連携を図る。
:  ③ 「自己評価の導入1『菫意表の活用」などにより,生徒の変容をとらえる評優JJO二夫に取り纏む。

各教科・ 道徳の実践努力琵標

l国 語1暗かな感性の育島と駐体的な態度晴成jの 2本を柱にして授業実践を進める。
社 会   自ら課題を発見し,その解決に向けて自ら情報を収集して処理し,その結果生まれたr自分の考えJを自らの言葉で表現できる生徒を育てる。
~政

 学   社会現象や自然理象を致理的にとらえ処理し考察する饉力を育てる。

理 科   環境や環境爾題を主体鈎饉講査・評曇するための基本的な斜学如議を身翼つけさせ,実験や観察を重視し,科学鈎江探求する能力・態度を育てる。

| ぎ
~夏

可 音楽鑑賞の霊力を高め,精景・作者参意選・心湾などを難き取らせ,解釈した音楽をのび奪びと表現できるようにさせる。

[美 霧1身のまわりの轟e美輔善について考えさせ,楽しい軸生逮や心豊かな社盤活を送るために必要なデザインを表現させる。

堕 自然環境と健康とのかかわりと自分たちが生きている鋼につい毬えさせる。

技・家 生活に襲ざした教科として,環境鶏題の重要性に気付かせるととも抵,よなよ準環境善纂《ため参実践的態度の育成を図る。
聾  語 1 国際理解教育との関連を考慮して環境教育を進め,各種教材・資料の効果釣利用を通し,情報の収新拠理・発装など実践翁態度の育成を図る。

|_二重億: 自曇昇の一員として自然を愛し,生命に対する畏敬の念を高め,よりよい環境づ{うに主体鋳にかかわることのできる実践鋳な行動力を育或する。

|・菜 覇
鍵麟 酔囃 臨 鐘←轍 轟罐幽 幅 暖軌

…… …… … ………

1  : 学級の時翼・理学活の充実,グローバルタイム総設定               ・ 生‖
:    ダローI:ルコーナー(国霧理解委・環境委)き ミニギャラリー〔庭報書)の甕実  :,委 E

― t豊 豊 整 奎 豊 盤 整 麗          
―

一

1還野琴TT71撃
輔
TTttT雪瞥蟄警冒胃仄

輔
]島

へ嚢鰯

― 一 ―
… … … … … f―

― 一 一 ― ― 一 一 一 一 ―

:  : ;:El尋 ::::そ曾[通薔lT』量i:|:言 :ャラリ_(庭報委)の充実  : :曾 :[暑 [:::liliま ::逸§l量量
活動鋳推進

: [ 環境桑会,簑向環境弁議大会などの開催                     ・ クラブ活動(部活動)における環境学習鋤実践

学 校_舞 事 l^ヽ __、 ____――…―……………………………―・……………―……………………‐…………一二一
1  1 宿誰学雪・野外学習(愛纏物の種察,星の難察,自量体験など)         0 毅外学習(見学地で参テーマ別研究〕
: [ 修学隷行(東京と春ヨ井の生環境の地裁,見学地理のテーマ研究など)      i 学技祭(環境聾かかわる展示。発表,7げ ―タイム辱実施)

地域や巽係轟金と参逢轟。そ轟轟 |、_… ……………_―――……一・………―――……
:  I PTAとの塾尭(逮奪資源墨毅活動・綴履撃サイクル活動)           , OISCAなど環境保護麗体との提携

環境や豪塩爾題に対する選々等高まりを,自主鋳争体験的な署動を通してより罐かなも鍛とも,さら:こ。身避毅舞題鐘対する最懸動な行動島へ嚢長させるこ
とを患ざす。

特別活動 (学校行事を

|  ―理粗乗賃,I劇壕積井こA貿 :よこ警轟雄                    | フアメ蓮覇t導高襲りに石ける環壌写箇a

重寅皇1憂壇裏憂会の露農,環境学習実現轟銀の作成 ]学校でできる宙資源鍛実践(蒔画等覇,ほご畿鋳簸罵など)

環境や環境再題に対する生徒参実態を調査する。また,速機な資書を撮供すること|こより,意識鍮嚢奪とよ警確かな実議寿0育威韓資す轟0



5研 究 組 織

6 研究の経過

(1)平成通年度総研究経過 (概要》

学習指導法委員会

・ 指導法の改善と教材の開発

・ 環境教育年間指導計画の作成
。生徒の変容をとらえる評価の工夫

学

年

部

会

特

活
部

会

全

体

研

究

会 体験活動検討委員会

・ 体験活動の企画・運営
0特 FJll活動における環境教育推進

・ 地域・諸機関との連携活動の推進

調 査 資 料 委 員 会

・ 各種実態調査と生徒の変容調査

・ 資料の収集・ 活用と広報活動

・ 道徳教育における環境教育推進

選 要
,畿

め遇経究研

１

　

学

　

期

4月

5月

6月

7月

8月

o研究組織・研究計画 〔概要)の確認      ''
0教科・道徳・特活の重点努力鍾標の設定       _
O研究組織の纏成と3委員会の発足

・ 全体研究会 [実践例 :甲南中学校 (滋賀県),銀座中学校 (東京都)
。第 1回要請訪間 (6/8)～瞬究の方向づけと共通理解～
oPTA主 催「地球資源回収活動」実施 (無覇ザサイクル活動開始)
◇環境書こ関するアンケート調査実施 (全校生徒対象)i
O先進校極察 モ豊轟市立多米巧ヽ学校)鰺 先行研究の調査

学

難

2

9月

10月

11月

12月

o菫境講演会・写真展実施 (参 :SCA・ 春轟井テイオンズクラプと連携して)
o環境教育年間指導討繭一第 1次案～作成
〇校外学習 〔1年薩難多ビ"チラバ ,露奪鰹墓震華内菫理露動,3年妻酢馬寵)で環境学奮:こ取り経む。
〇授業研究 〔社会～7~ィ ベー計の実践～)
。全国環境教育指導者実践研修会参加 (福島県苺薄5須甲子少年量然の家)
。環境講演会 Fチ ェルノプイリに学ぶ』実施
0国際植林轟動 く生徒 8名参撫〉 (11/1i～ l1/15フ ィリピン・ ミンダナオ島)

・ 全国環境教育シンポジウム研究協議会参撫 〔愛援県織山市)
。新究会参撫 〔愛熱県教育センター「学校教育 :こおける環境教育の在り方」)
◇授業研究 〔ダ露―バルタイム～地薫j!:畢本質轟奎―)
O鰯糠纏舞活動帰国報告会 〔OISCA・ 春甕井ライオンズクラプと連携して)
。アンケート結果鍮考察と分析
o授業研究 (英語～AETと のティーム・ティーチング・―≫

３
　
　
学
　
　
期

1月

2月

3月

o環境教育年間指導計画～第2次案～作成
。環境集会の実施 (VTR「アルミ缶のリサイクル」上鉄)
。第 2回要請訪間 (2/10)～ 中間のまとめ～
O授業研究 (理科 。道徳 ,社会)

・ 広報紙「南城中だより」第 1号発行 (以降月 1回の割で発行を継続)
。研究会参加 (愛燿教育大学毅料教育セント『学校教育における選際化口情報化・環境8難盤をめぐる研究1)
0豊盪業研究 (ダロ…Fiルタイム「海洋露染と自黛保護j 講爆:名古屋港ホ族館長 内轟 至氏)
。学習会「授業の基本技法と権導上の留意点墨 (講酵;春目井市立中部中学校崚長松本重紙 )
O今年度のまとめと次年度の計画立案 (研究要項 FttF37の まとめ」発行)
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(2)平成 6年度の豪究経過 (概要)

月
要畿饉経究研

。研究組織の下部編成変えむ各委員会の今年度研究計画鍮検討
◇教科主任会・教科部会 (授業研究の計画む年闇指導計画の改訂方針)
。学習会「バズ学習の基本的な考え方を手法J〔講藝;本崚綾長鰭麗孝史)
。学習会「子どもが主体鋳に取り組む環境攀習』 ぐ轟鍾;愛鐘教育大学藪醍有襲糠菫翼)
○生徒総会 (リ サイクル競轟等等生徒会の活動方針を決定》
○各学年の治を伴う旅行的行事で環境にかかわる課題に取り纏む
。授業研究 (美衛)
○全体研究会 (グローバルタィムの取組の事擁,今後の政馨組み方)
。研修会参加 ≪愛知県教育センター「環境教育研修講座」}
。授業研究 〔道徳・ 音楽》
O環境に関するアンケート調査実施 ≪全校生徒対象)
〇ダローパルルームの整備 (掲示燿パネル等を設置)
◇第 3霧要請訪聞 (7/霊)～研究のまとめ:こ穐けて～
。授業研究 (社会・国語よ技術 e理科 .数学 。保体)
〇全体研究会 〔発表会の日澄等検討),教科部会 (年麗指導話麗の検討),委員会 (勢料金の持ち方)

。第 4回要請訪闘 〔3/27)～研究発表‡こ向けで…
。授業研究 〔数学 。選撰理科》
〇学校祭 〔琴境 :こかかわる実議の発表)
〇絞内環境弁論大会実施
〇環境教育研究発表金 (11/11)

学

期

5月

6月

7月

8月

4月

２

学

期 10月

11月

月

7 これまでの研究の概要
(1)学習指導法委員会における研究

ア 授業法の改善への取線
環境教育の目標を達成するた絲まこ:ま,従業の画一鈎な一斉学習の学習形態だけで :ま幕十分で
あり,よ り高い参加度を得るため :こ多種多様な学習活動の導入浄藩 可欠となってく4。 そこで,
話合い活動を重視した学習形態 (ギズ学習)を導入した授業実践ゃ,ディベートの実践等に取
り組んで,い くっかの実践を積み上げてきてぃる。
多様な学習形態を導入する:こ も,その前提 :こ なる鍛ほ援業‡こおける規律の確立であり,基本
的学奮ルールの徹菫である。授業における基本的学習ルールとして「指名されたときの返事J
「大きな声で発表する」等鋤10覆 目を基げて,そ 録一議は難室にも掲示し,生徒まこ投げかけて
その徹底に取り組んでいる。

イ 「環境教育年間指導計画量の作成と活態
発達段階を考慮し,各教科、書領城間の連携を図ってもヽく通とが環境教育を焼果鋳まこ展開する
ための基礎となると考えて 鶴 境教育年間指導計画Jの作成を行ってきた。′
全教師が教科ごと学年ごとに分鍾彗・教育課種の環境教育 :こ輔連す轟指導事頭を疵い幾し,
年間計画の中に位置づけてしヽく作業を行嗜た。さらここ,教科の連携を図るためξこ F軸テーマ理
環境学習配列表壺器作成薔こも取り組んだ。これらまま平成懸年度中薔こ2次室の作成まで行った。
その後,日常の授業舎中で実際に検証を進め,平裁 6年 9薦 だ!』第 4次案の作成を終えた。さ
らに,11月 の研究発表 :こ向けて事!碁続き検証を進めている。
ウ 生徒の変容をとらえる評機の工貴、
生徒が授業を通してどのよぅ:こ変容してヽゝったかを把握じ,次の学習:こ生かして審く道と意ま

-7-
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学習指導法の研究を進める上でたいへん重要な課題となる。そこで,本研究では「自己評価の導

入Jと「座席表の有効flj用 Jを中心にして,評価の在り方についての研究を進めている。

(2)体験活動検討委員会における研究

ア 学級活動における実践
学級は生徒の学校生活における基盤である。学級における体験活動をともなう環境学習の実践

は生徒の意識や行動に大きな影響を及ぼすと考えられるので,重視して取り組んでいる。学級活
｀ 動における環境にかかわる学習を本校でtま「グローバルタイム」と名付けて,すべての学級で環
境学習に取り組むことを目標にして実践を進めている。

イ 生徒会活動におIする実践
従来から生徒会の自主的活動として行われてきたリサイクル活動や校外清掃なども,環境にか

かわる活動として位置づけ直して取り組ませている。さらに,総合的に環境問題をとらえる生徒
の活動組織として環境委員会を平成 5年度から新たに発足させた。また,従来からあった各種委

員会でも環境 :こ
′
かかわる活動を取り入れるよう努めている。

本曜日の朝の集会は生徒会が主体となって運営しているが,こ れを環境学習の場として活用す

る試みをしている。これを環境集会と名付けていろいろな取組を行っている。

ウ 学校行事における取組
校外学習 (遠足)や宿泊学習,野外学習,修学旅行等の旅行・ 集団宿泊的行事では環境にかか

わる課題を取り入れて実施するようにしている。さらに,学校祭のような文化的行事にも,環境
にかかわる発表 (夏体みの課題として取り組ませたものも含む>.を組み込んで実施している。

工 地域 。関係機関と連携した取縄
OISCA・ 春日井ライオンズクラブと連携し,国際植林活動への参加・協力として,環境講演会

や写真展の開催, ミンダナオ島 (フ ィリピン)での植林ボランティア活動への生徒 3名の参加,

帰国報告会の開催という一連の取組を行った。また, PTAと 連携して地球資源回収活動や制服
リサイクル活動にも取り組んでいる。

(3)調査資料委員会における研究

ア 実態調査の実施
全校生徒を対象としたアンケート調査を平成 5年 7月 に実施した。その分析から,生徒の身の

回りの環境から出発する環境教育の重要性を把握することができた。さらに,生徒の変容を把握

する意図から,同 じアンケートを平成 6年 6月 にも実施した。

イ 資料の収集と活用
環境学習を効果的に展開するための資料や教材の収集に努め,職員室には環境教育コーナーを

設けて資料が活用しやすいように整備しつつある。また,ダ ローバルルーム (環境学習室)の整

備も進め,生徒が自由に活用できることをめざしている。

ウ 広報活動の展開
環境教育を推進していく中で,家庭 (地域を含めて)への働きかけの必要性を感じ,保護者を

対象とした広報活動として,平成 6年 3月 から「南城中だより」を定期的に発行し始めた。現在

|ま月に 1～ 2回の割合で発行を続けている。平成 6年 6月 に実施したPTA主催の「地球資源回収

活動Jに合わせて発行した号は生徒の手により校区のほぼ全戸へ配布することができた。
工 道徳 :こおける環境教育の実践
環境教育の基盤となる環境倫理の形成の上で道徳教育の果たす役割は大きい。環境にかかわる

道徳の指導内容を「環境教育年間権導計画」に位置づけて実践に当たっている。また,授業研究
にも積極的に取り組んでいる。
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菫 教科 :こ お :す る環境教育

苺 教科 :こおける環境教育母基本的な考え方 《研究震標と研究費標設定Φ理畿)
熱帯林の減少,地球温暖化,オ プン層勢畿壌 ,

酸性雨等の地球規模の環境闘題や,都市 薔生懸

型の環境問題が極めて深理な事態に陥ってヽヽ轟。

今や “Oniy One=arth"〔か l・lがえのなしヽ地

球)の保全に向けた取組 tまヵ全人類共通の課題

となっている。

学校教育の, とりわけ教科指導では「人間と

環境とのかかわりについての認識」「豊かな塞

然や決達な環境の価値について鍛認議J「環境

問題を弓:き 起こしている社会・ 経済鍛仕組みや

生活様式についての轟議J「環境保全にむけた

人々の努力に巽する理解と共感」など,環境や

環境問題に関する事実認識や現状認識をF科学

的で客観的な資料に基づもヽた学奮善通して深め

ていかなければならなしヽ。

また,文部省の『環境教育指導資料理 :こは,

「環境教育の目的 iま ,環境問題に関心を持ち,

環境に対する人間の責任と役割を理解し,環境保全に参加する態度及び環境問題解決のため参能力

を育成することにある」と記ふれている。したがって,教科にお:す る環境教育は,知識の習得だけ
にとどまらず,技能の習得や態度の育成をも,め ざしたものでなくてはならなしヽ。
この能力や態度について,文部省はさらに異

体的に右のように示 している。これらの能力や

態度を育成するためには,教 frqi主導の知識注入

型の授業から脱却 し,生徒自らが学習の主体者

(教師は学習の援助者)と なる授業や,「社会
~

参加を誘発する環境認識」の育成をめざした授

業の構築に向け継続的な努力が必要とされる。

さらに,平成 5年度から全画実施された撃習指導要領がめざす「新ししヽ学力爾聾では,社会磯変
化に主体的に対応できる能力や,自 ら鍛意数をうと:こ 自ら学習し事断し表現し措%できる資質鍮育
成を重視し, “受動的"な学習形態から,生徒の “白発的"な学習形態への桟行を求路てひろ幸中
学校における環境教育は,こ うした背景をも踏まえたも母でなければならなしヽ。

日々の授業実践におしヽては, と亀すれば,与えられた畑議の単なる記憶薔ことどまってしまったり,
使い道のよくわからない技鑢鍛調練 :こ終わったりすることが轟るゃ環境教育が, もしそ鍛ような学

習に隆ってしまうのであれば,地球環境問題の解決に設立寺 iまずがない。環境教育では鮮まざしく

「生きてはたらく力」「自己教育掬』醸育成を蜂ざ義た学雪が図られるべきである。そして,環境

問題への対処や努力が,すべて録Aζことって,今後避 l夕て選ること難できなしヽ課題で轟る厳上】学
校教育の教科指導における環境教育‡ま,じ わヽゆる「生懸学習聾の一環であると鶴ヽうだままでなく,そ
の重要な “基礎的段階"と位置づけられでしかるべきで轟轟堡           ‐

ア
オt/ン 層の饉崚 地球の最錢 1ヒ

野生生機種 の異安

開発途上国の

分書鶴壕

熱奮林の濾タ

有警廃棄秘

藝越践移動

1し学驚賛の撃繹 :L石婆料め算層

崚緩活艶水準の上昇

貧困 ユ対外慎務

問題群としての地球環境問題ぽ平成罐 難纏1より)

⊂能
~九

D    C・態 _寧 )
問題解決能力   F然 や社会事象に対する爵らヽ・意欲・態度
数理的能力     主体的思考
情報処理能力    社会的態度
コミニユ■シ〕シ能力   他人の信念・意見に対する寛容
環境を評価する能力   (文部省『環境教育指導資料』より)

環境教育勢指導を通して身に付けたもヽ能力と態度
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「

そこで本研究では,各教科の授業実践を通してどのような環境認識を育てていくべきか,ま た,

「新しい学力観」を視野に入れつつ,環境教育の目標である能力や態度を育成するためには,どの

ような手だてが必要なのか,その具体的な方法論を明らかにしていくことをめざした。

2 教科における環境教育の進め方
(1)授業法の改善

前項で述べたところの環境認識

や能力・態度を育成し “生きては

たらく力"を身に付けさせるため

には,様々な角度からのアプロー

チが必要である。

また,教科本来の特性や,教師
の個性や持ち味,そ して何よりも,

学習者である生徒の実態を踏まえ

ながら,多種多様な学習活動が用

意されるべきである。

そこで本研究では,次の視点に

立って授業方法の改善を試みた。

①  
峰
T桑 :轟k轟 :OL墓 :ly,Act i

降cal:y"を 意識した教材 :

轟発           :
生徒は,環境問題をとかく :

第二者的 :こ とらえがちである。:

そこで,どの授業ここおいて :

も,取 り上げる環境爾題を生 :

後の毎甕の生鱗まで
凛
ぐっと':

署:き 寄せるプ爾セスを大切 :こ :

していく。        :
また,身近な事象でありな :

がら底、だんf■T気なく見過ごし :

て苺ちるものを環境学習の素材 :

として扱鶴ヽ夕環境奪こ対する興 :

〔研究課題と研究内容)

: 基本的課題                             :
:  ① 授業法の改善                        :
:  0 『環境教育年藤I指導`計 vni(犠 チ

_マ 斑
=境
T驚置1表 )』 の作成     :

:  ③ ′|:徒の変容をとらえる評価の li夫 (「 1己評価・座席表)     :

: 具体的力点                             :
:  ①  袖 ink Globally,Act Locallプ を意識した学習        :

: 
②
二語驚撃管全1輩奪え鍾競毎』彗警雰:葛ム護鷺「 撃馨婆重募議確輸 :

:  O Discussion(言 1ヽ論授業)の重視 )バズ学習の実践       :
:。 ① ll徒個々の「自分はこ,う 考えるこう思う」という考え・意見・気持 :

:   ちを尊重する。      
｀´
                :

:   「画一性の排除」「意思決定」「表現する場」「多様性の受容」  :
:  ⑤ 驚本的な学習のマナーやルールを身にっけさせる。        :

②  「鐘議注入菫 から畿難し「体験鋳学習J「問題解決鯰学奮」を重視する。       1
実験 。調査 〔フィール ドワーク等}。 構成活動など,生後が主体的 :こ麗動する「体験的学習」:

を積極的に取り入れるとともに, 1時閣参授業もしくは単元全体が聞題解決的な学習の流れに :

な櫂ようにする。

1 魯 務i scttss i O網 轟ま轟授菫)を重視する。
|  ディベートなど,討論 (議会い)の授業を大焼にする。また,生徒が議会い活動 〔相互活動):

| に主体的に参加できるよらな “繁地"づ くりとして,応、だんからバズ学習 (協同学習)を積極 :

1 鋳に導入する。

環境教育の学習で育てたもヽもの

生徒の主体的な学習活動への援助

環境認識     能力 (技能)
ri然環境     F電題解決能力
社会環境     数理的能ノ」

情報処理能力

環境への感受性   コミュニケーション能ノ」
環境を評価する能ノJ

態 度
自盤や社会事象に対する露心・意欧・態度
主体的思考
社会的態度
麒 息,観に鍾する餞

(≫ 社会の変化に11体ポ∫に対応できる能ノf
② 「:もの意欲をもとに轟ら学習し判断し表現しξT難できる資質
○ 「知:轟理解J偏義から「関心。意歎苺態度墨蓮縄へ      etc.

ディベート  凛威爵豊  ア1ニルFワータ  野舛警察
螢轟実験授饉  シ:ュレーション  チィーム・ティーチング
体験宇澪  課題ヤ書  パソコン↑群 e tc.

バズ学習(=中核)

自己壽饉  塵摩妻
竃鰭撃奮蟹奪菫 年層指導計轟
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: ○ 授業に対する積極的な姿勢を持たせるたぬ鉾啓発活動を,継鏡して行う。        :
:   自分の意見を大きな声で発言することやチ友達の意見をじっくり聞くこと場大贅さなど, :
:  学習者としての望ましい態度や基本的なルール・ マナ∵を身に付けさせるための指導を難時 :

: 行っていく。

: ⑤ 生徒優々の「自分 Iま こう考える。こう思う」と掛う考え・意翼 。気持ちを尊重す機。   :
:  。 環境問題は,多様な価値観を含んでおり,立場建よって結論が異なるなど,轟纏対立鋳 :
:   な側面を持っており,一つの正解とヽヽったものが必ずしもあるわけではない。こ録点を特 :
:   に留意じ予擁えば,賛否両論を含んだ資料の提示やそれに基づく質疑討論を重視尋,盗難 :
:   の思考が匡―彙にならな亀ゝように配慮していく。                   :
:  。 生徒自身の「自分はこう考えるよこう思うJと いう 夢意思決定J鐘"社会参加や行動を :
:   誘発し,学習が行動へと結び■く重要な要因となる。したがって, こ勢「意思決定」をで :
:   きる限り授業の中でさせていく。
。 生徒が学習の成就感 。達成感を持つ録は,教師や友達から認められた時である。そこで,:
生徒が調べたことや考えたことなど,学資の成果を「表現する場Jを大切にす碁。さらに,:
“多様性を認め合う"と いう受容の精神を尊重していく。

(2)「環境教育年間指導計画」 (軸 テーマEIl環境学習配Fll表 )の作成

教育課程に示された内容の中には,一見,環

境教育とは無縁のように思えながら,視点を少

し変えるだけで,環境教育の教材になるものが

多く含まれている。また,生徒の実態を踏まえ,

環境教育的視点からの「教師の願い」を付加し

た授業も必要である。このような観点から「環

境教育年間指導計画」を作成した。これによっ

て得られた効果として,主に次の 2点が挙げら

れる。

: ① 各教科において,計画的かっ系統的に :
:  環境学習を配列したので,生徒の発達段 :

:  階に応じた指導をすることが可能となっ :

:  た。                   i

: ② 他教科の学習内容が一日で把握できる :
:  ので,教科間の連携を図ることが可能と :

:  なった。               :
:   同じ事象が重複して取り上げられる場 :

: 合が生ずるが,教科によって “切り口7 :

:  が異なるので,生徒は一つの薯象を多面 :

:  的にとらえ,環境認識や能力・態度がス :

:  パイラルに深まっていく。 (右図参照):

《軸テーマ (教科の連携を図るためのキーワード)》

生 涯 学 習 へ 総 展 望

C住環境  ②資源 (森林を含む)と エネルギー  の水  ④大気  ⑤土  の食料

―
‐

11-―
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(3)生徒総変容をとらえる評価鍮工夫

ア 自己評価鍛導入
生徒自身が学習活動を振り返り,轟標へめ達成度

を自ら評価して,今後鍛学習の改善を行っていこう

とする「自己評轟J(=自 己教
~3~力

:こおける “自分

を振り返る力■)を,積極的:こ取り入れた。

最己評価は,詳極の主体が甕徒である器で,関心

意歌など,教鑢織目だけではとらえられなもヽ内轟的

な部分ξこせまる過とができ,教諄ullに とっても貴重

な評価資料となる。また,生徒鍮達成度を鑑握でき

るので,遷に応じた指導をする上でも有動である.

さらに,記述式を取り入れたのは,「 ここまでで

きた (わかった)」 「次はここまでできるようここり

たい (調べたい)」 という自己確認や自己自標 〔新

たな課題)を意識化させるためである。

生徒の自己評価に対する教師参適切な助言や指導

をま,生徒母新たな学習意欲や工夫を弓:き 出すことを

可能薔こするも

ぞ 塵席義の活麗

生徒一人一人のデータ 〔「事前アンケートゴ

「蒻時等生徒の感懇壼「本時までに生徒が調べ

たことゴなど)をつぶさに座席表に記入し,授

業中参権4や,授業後の生徒の変容を把握する

0薔こ設立てた。

また,墓前だけ書しヽである座鷹表を燿意し,
バズ学習の

標
理鍛轟金 bヽ

お
における生徒のつぶ

やきやユニークな発想などを F槻聞観察運でと

もえて襲席表 :こ メモをし,そ れを全体で鍮発表

の際 :こ轟かすというオープドッ
1ク
スな方法も髄

時取り入れた。

社 会 科 自  己 評 価 カ  ー  ド

報 1轟 1鐵 |

学書轟議

自己彗尊

０

０

０

０

０

・ 社会科における自己評価表の例
《本校における自己評価導入に関する共通理解事項》  `: 1.:

: ・ 主として「自己評価表」が用いられるが,そ の形式は教師の独自性を重んじる。     :
: ・ OX式 の評価だけでなく,記述式を取り入れる。                   :
: ・  「ここまでできた (わかった)」 「次はここまでできるようにしたい (調べたい)」 とい :

,:  う自己確認や自己目標 (新たな課題)を意識化させ得るものにする。           :
: ・ 生徒によって評価の基準が異なり,過大評価や過小評価に陥りがちであるので,自 己評価 :

:  に対する教師の助言等により,生徒の自己評価の能力を高めていくプロセスも大切にする。 :
: ・ 相互評価も場合に応じて取り入れる。相互評価は,自 己評価と同様に評価の主体が生徒で :
:  あるが,自己評価より客観性がある。

N.N゛ ♀

人溺が増え過ぎ亀
だから本を切って薪に
する量も増えた。
地球温暖化も麗係あ
るかもしれなしヽ。

Ytt F.♂

千‡ゴつが続いた。土
地が黒化して,砂が村
をまるごとのみ込んで
いくらい 。ヽ

Ne X.♀

本を切り過ぎている
から。轟本などの先進
国の本材輸入も影響が
あると思う。撞林する
しかな亀ヽ 1

H_I.♂

焼畑による森林破壊
が原因。焼畑は,古く
から行われているのに

なぜ今,深刻になって
いるかがわからなもヽ。

予習課題鉾繭容をまとめた塵席表の饗 〔一部)

-12-
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3各 教科 にお ける実践

ア 重点理標

① 環境を扱った説明文や論説文において,筆者の意見を読み取り,そこに書いてある事実に対して,
自分はどのようにとらえていくのか,常に自分の経験や生活とのかかわりで考えさせる。
0 文学作品の読み取りを通して,一人め人間としての「豊かな感受盤 を養う6∪ x7r瑞の読み収りを通して,一人め人間としての「豊かな感受盤 を養う6
③ 身の回りのことに対して =ヽ的にはたらきかける書度と能力」の育成を図る。

授業実践優

学 年 第2学年 転 名 短歌 。その心  (本時5/6)
ねらい 短歌によって描かれた世界を読み味わわせる。 (グループ研究。発表)

季節感が失われつつあることに気づかせ,その原因について自分なりに考えさせる。

本実践は,「豊かな感受性Jを育成することに主眠を置場ヽた授業実撃學一つである。

イ
“

短歌の鑑賞の単元ではあるれ

単にその読み取りの域にとどまる

のでは毎く,授業の後半部分で,

発展課題として,日本人の中に失

われつつあると言われる「季節感J

について深く追究する場面を設定

した。

四季折々の変化を感性書かにと

らえてきた・日本人の良さ"がな

ぜ今,失われつつあるのか。生徒

は,野菜や果物等の具体物に五奮

を通して触れ,自分たちの生活を

振り返りながら,思い思いに議し

合った。

この実践を通して,生徒は自然

を心豊かに見つめることの大切さ

に気づいた。

国語科では,この他,「主体的

にはたらきかける能力や態度」を

培うため,ディベートなどの討論

の授業に力を入れて実践を重ねた。

の 鶴  き  : 生 徒 の 動 き

前時の機群をする。 短歌の分類を思いだし,生き犠
: を投った短歌にむ作者のしヽろいろ

本時の学群課題を難認するf。
な
露撻だ皇二議二畠裏彗極讐F?

:。  打:当班ほ.短歌母意味や難賞を
: プリントにそって発表する。
15

。 わからないところは賀重電をする
。 大切だと思うところはメモをと
りな力ち 闘 く。

真 どんなときに季節 (四季):。
を感じますか。      |
A 全体の場で発表してくださ :。

声)を闘き,いつの季節か考 :

えさせる.         :
A 季節感が失ゎれつつある願 :。
因は何だと思います力、   :

∧ 木 F利玄の短歌をまねて, :。
自分が季節を感じることがら :

を短歌にしてみよう。    :
10

。 次時の予告をする。    i。

それぞれの季節感を班の中で発
表し合う。
自晨11に発表する。
・蟻が舞うのを見たとき
・ 2マ響のなき声を聞いたとき
。赤とんIIが飛んでいるとき
・木の嚢が落ちるのを見たとき
短歌にもどっ■考える。
・衰柑の香
・籍のごとくにひびき合う竹群
いつの季節に11:て くる機物なの
かを考えたり。匂いをかいだりし
てみる。
テープの苦について考える。

班で話し合い,発表する。
・ 季節のものが 一年中食べられる
。自然が少なくなってきた。
‐生活が便利になりすぎた。

春夏秋冬から一つ選び.短歌を
作る。

残りの短歌について読み取るこ
とを知る。

: 《生書むfド爵乳》 雪とけて0ゎこり出てきたふきのとう太難かがや(春がまた来る Lム  :

:        風鋒0チリンと澄んだ音がしてうちわをあおぐ夏がまた来る  Y.I. :

:       J13屋 には饉段9高いマツタ生0香りぼよう歌がまた議る  ■S  :

:        難道ず縞江 れても落ち摯曙膠じ秋がま測賂  I E.K  :

指 導 上 の 留 意 点

一つ つ に作者の様々な霊
いがあることを思い11:さ せる

。 情暑キイメージ豊かにとら
えさせたい。

い 理の中で。お互いに感じた
ことを自ゴ3に発表させる。
・  いつの季節かも確認させる

イ)作 書の季節感に納得いくか
どうかも考えさせる。

い 植物から受ける季節感筑
今は稀薄になっていることに

気づかせる。

・  教籠の体験から,季節感を
感じるものが減っていること

。 時間がなければ家で像作業
とする。
。 時間があ隷 彙 いくつか鋼

2首 の 短 歌 の 内 容 を と ら え よ ぅ 。

2首 の 短 歌 か ら 季 節 感 に つ い て 考 え よ う 。

自 分 な LJ α)彗産剣首耀墜4=彗載J「 贅証ョロヒ違■ttFろ 竜う。

A それぞれの雄歌の作占は, I
何に季節を感じたのでしょうぶ

膊
い いくつかの機物 (野菜や果 :

物)を示し,いつの季節か考 1

えさせる。        :
。 テープの議 (カ ェルの鳴き :

リンゴと会議する生徒

-13-
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畿饉占
い
菫ア

(2)社 会 科 に お け る 実 鑽

① 人類すべてが「宇宙ilu地球号」の乗組員であり,「 T。人一人がその責任ある操織音なのだ」とい
う “地球市民としての主権者意識"を育てる。
② 自ら課題を発見し,その解決に向けて自ら情報を収集して処理をし,その結果生まれた “自分の
考え"を自らの言葉で表現できる生徒を育てる。 (=選択教科「社会科」のフィールド9-― ク等)

イ 授業実践例

学 年 第 3学年 掌元懇 原子力発電について考えよう !(独立単元 4時 F85完了)

ねらtヽ
① エネルギーと環境にかかわるグローバルなFE5題を,身近な視点からとらえさせ,主体
的なかかわりを持とうとする姿勢を育てる。

② 原発の是非を聞うディベートを通して,情報処理能力・ 自己表現力・意思決定力など
を高める。

第 1時では,先進国と発展途上国と

のエネルギー消費量の格差を学習した

後,追究の窓口を「電気エネルギー」

に焦点化し,発電に必要な資源の可採

年数を予測させた。生徒の中には “資

源の有限性"をかんがみて「日常生活

を聞い直そう」とする意識がめlfiえ始

めた。

第2時で :ま,水力・火力 。原子力発

電のしくみとそれぞれの長所 。短所を

調べた。豊かな生活の裏側には,大規

模な環境破壌や放射能汚染の危険性が

あることを知った生徒は「エネルギT
確保のあるべき姿について真ellに考え

なければ……」と,FH5題意識が高まっ

ていった。

そこで,生徒にとつては全く新しい

討論形式である “ディベート"を第 3

時に取り入れた。

ディベーターの論調は堂々としてお

り,ディベートの議戦は白熱した。こ

れは, これまでの学習の積み上げから

の自信に裏打ちされていたからであろ

う。聞き手の生徒も真allな表情でディ

ベーターを見つめ,その発言をメモじ

ていた。

ディベー ト後の感想の発表では「 1

時間の中で何度も自分の考えが肯定 。

否定のFEEでゆれ動いた」「聞いている

だけでもこちらが興奮して胸が ドキ ド

キしてきた」などの意見が出され,生

時 蘭震菫簑 留 意 点 ,資 料

私たちは,エネルギーをどのくらい消費しているのだろう

()′ 1礎綱 の々家庭調査データをもとに,エ ネルギー浦宙騒を
ほ観する。
○ :1常生活においてとりわけ電気の役割が大きいことを匈:る。

1)日 本の電ノJ消費賦を他:司と
't較

する。

私たちは電力をどうやつてまかなっているのだろう

()そ れぞオこの発電に必要な資源を調べ。その埋蔵量から:督採年
数をシミュレートする。

t)今後どの発電方法の需合が増えていくか予想する。

|

・ 1:々 の′l,活はエネルギ
ーの消費の ilに 成り立っ

ていることをおさえる。

「胃
=璽=□甕轟墨
=璽
匡璽|

彎隣機彗臣嚢裏霊   本力 。入力・ 票子力発電の しくみと銹題点を賽べよう

3つの発電備しくみと問題点1こつもヽて議べたことを発表しよう

t)光 電方法についてまとめる。
t)瞭「 ′J発電 ,舜 についてビデオ織聴する。
()問 題点につtbて まとめる。
③  次Fキにおいてデ ィベー トをすることを知 る。

毒幹驀彗蓼雲鰹藝  籐子力発電:ま本塾1こ姦甕か(3‡撥竃斃はや機ど0よ う護飾いてとくくさトユiう 毬奎から考が )

時

鴎

外

ディベーター==8人 (|マ定側4人 .否定闘4人 )
ディベートの役割分担をする  ジャッジ (審査員)'-5人   タイマー=-1人

モデレニター (司会者)は数範が行うことにする。

〇 論題を確認する。 「療「 ノJ発電は,必要である」
○ 進行表を中心にルールを確認する。
○ 審書の方法を確認する。

◎ ディベートを始める。
青定観「 立論 J   4分
否定側 :立論J   4分
作戦タイム     1分
否定簡「反対尋問」 3分
肯定館「反対尋問」 3分
作戦タイム     1分
否定麒「反対尋問」 3分
青定鋼「Fx対尋闘」 3分
作戦タイム     1分
否定圏 F最終弁諭」 2分
満定側「最終弁論J 2分

0 審判員が協議している間t聞 き手が感想を述べ合う。
・ とちらの立論も識点に筋が霧っていて説得ノ′があった。
。 あの場lrliは僕なら次のように答えただろう。「……」
・ 最lJJは賛成餌だったが反対鯉になった。 (その逆)
o 審t41員が判定を発表する。
1)教師による講評を聞く。
◎ Fl分の ii張 (意見文)を ワータシートに書く。

原 子 力 発 電 に つ い て デ ィベ ー トしよ う !

「 審 澪 1

会場設定は授業前に済
ませておく。
方法については学級全
体に指導しておく。

時間を麟守させる。

作戦夕 f二、では.聞き
手からもディベーターヘ

アドバ イスをさせる。
教師は,デ ィベーター
に助言を与えない。
審査員にはメモをとら

せる。
感情的にならないよう
にさせる。

終 F後.審判員の協議
を廊ドでさせる。
ディベートを固いて。

自分の意見がどのように

変化したかなど。率直に

感想を確表させる。
労いの言葉をかける。

全員に書かせる。

エネルギー資源と環境の問甕書グ鬱―バルな観点から考えよう

原 子力発電所で事故が起こると, 。つの間の断題ではなく
地球規模の災l年になるんだ。
省■ネルギーは_地球人としてヽするべきマナーなんだ。

今,私 たちがやらなくてはならな :ヽ こと !ま 何だろう

・ スイスやスウェーデン
の例を:il心 に原発に対す

る講外霧の欝を霧分する
。 グローバルな環毒諄電題
であることに気づかせる

1角 レ}

. 実ノli活 に割して考えさ
せる。

-14-
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「
徒の参義:度録畠さを表している。ほとんど生徒の手だけ‡こよって進められた 1時間であった。

第4時では,ディベートの中で指摘されたエネルギーと環境にかかわる欝i題点について整理した機「今,
私たち浄ヾやらなくてはならないことはなんだろうJと 場ヽうテ∵マで轟し合った。

本実践では,種々の資料に基づいて基本的な事実認識を深轟る中で,生徒をま次第に課題意識を骰成する
ことができた。ディベートでは,生徒の霧題解決への意歌化を図るとと色に,生徒自ら資糾収集薔こ轟づく
討論を通して, 自分の考えをより鴫確に持つことができ,意懸決定能力を高めることができた。ディベー
トの最終弁論で:ま,賛否ともに生徒出身0今後の実践や行動 :こ も言及してしヽたことが印象的である。

〔紳 数 学 科 ξこお け は 霙 鰺

標彗占
（
重ア

本実践では,「縮図を利用して実際に渡Jれない

ものを測る」という学習の応用として,地球の半

径をlmと した場合のオゾン層の幅を計算させた。
0.63口 という数字から,どの生徒も「オゾン層は,
本当に薄くて壊れやすい層なんだ」等の感想を持

ち,数理的にオゾン層の実態をイメ∵ジ化した。

数学では,こ の他に二酸化炭素濃度の経年変化

を一次関数として立式する学習など,自然の中の

数学的な原理や法則を追究する授業実践を行った。

毅 師 の

｀
「 行鏑
pFli質 をfllli:す

ることを助I青する。

|
てヽ 時11に 余綺があれ

`彙地球のf:転速度.公転速

:
い t・I瀬についても3、れ

`｀
 オブン層が薄い層であ

|

などによって急麟に破壌

されている現状を燿:ら せ

い このままでは自分たち
の11まが危ないことを認

通させる。

オプン層を'ギ ることは
地球 ilの′:i機にとって
lTt要なF奪通で島ること
みち)か ったか。(ず畢レI)

否定轟「 反対尋闘 J 肯 定 鍵「 立籐 J

Ｃ

②
単元の導入段階や終了後に,課題学習の教材として “環境に関すること"を取り入れ実践する。
社会現象や自然現象を数理的に処理し考察する能力を高め,それを生活に応用する態度を育てる。

イ 授業実践饗

学 年 第 2学年 単元名 図形と相似 ～縮図の‐rll用ん  (本時 15/18)
ねらい 地球の周の長さや,地球を半径lmの球と考えた時のオゾン層の幅を計算する学習を通

して,地球環境に関心を持たせ,課題に対して積極的に取り組む姿勢を育てる。

「 オゾン層の幅を計算 しなさLヽ」
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i t Fi食 。

ヽ` 難沈題の幅ら:|りさせる」い

ハ オ ノン霜破域の原質を無 :`l

 ヽ 資:1を 読ませる。   15

どヽ オブン霧が繊壊されてい |い
る鍵1人に・づいてどう患いま I

銭物の成長 :こ 影響がでる、.

f:771の 考えをプリントに

鷲表する。

(対濃 10議 ,ol綺 3)

電1っ ていることを発表する。

線を吸収する.

知っていることを発表でる.

知っていることを発表する。
戒麟がん,自 ,≒鉾の増購L
老fとが進む。



(4》 理 科 に お け る 実 践

ア 重点目標

① 自然環境とその仕組みについての自然科学的な知的基盤を育成する。
② 自然やその変fLに対する感受性を養うことや,問題解決に向けて主体釣に取り組む態度,さ らに
環境を保全し環境にttlし て責任ある行動がとれる態度を育てる。そのために,観察・実験・ 野外観
察 。環境調← 課題研究など,自然についての直接体験を1彗視する。

援議案は続

撃 撃 第 3学年 分 野 選択教科「理科J

ねらい 地域の環境轟査を中心に,課題研究や野外轟菫などの学管をすすめ,直舞 動を通

して,種々の技能を身:こ付けさせるとともまこ, 鶴域の環瞳を見つめる場
静
とする。

新学習指導要領の一大方針である「自己教育力Jの概念は,その言語使用の頻繁さに比べ,実践を導く

のに十分なまでに深められているとは必ずしも言えないが,少なくともその根底には,「自己の創造=個

性化」の考え方が流れている。選択教科が近年とみに重視されてきているのは,個を大切にする学習が実

現できることと併せて,「自ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる能力」を育成し得るカリキュラムを,

地域性や学校の独自性を加味しながら編成できるからである。 各 班 の テ ー マ

内津ナ||の本質調査をしよう本校においては,本年度から選択教科「理科Jが開設され,

身近な地域の教材や環境問題に焦点をあてながら,生徒が主

体的に活動し,調査や研究をすすめる取組を行っている。

所属生徒41名が,2～ 4名から成るグループ(13騒 )に分かれ,

テーマを決めて研究を進めていった。

:篭
|

響
|

』|
、.f:|

6班 ;

:理 |

KI

9月 に 1学期の研究内容を発表する会を開いた。このよう

な「表現する場」が学習意欲を高めることは言うまでもない。

各班 の実践内容例

各班ごとに調査するポイントを決め,授業時間内に自転車でポイントヘ移動して,
震査を進めた。主な調査項目は「ネの濁り」「水温」「C()D(化学的駿黙消費量)]
「N()J(輌麟駿)」 「 P HJである。CODON02に ついてはぅパックテストで
調査を実施した。まk,併せて本生′li物の調査も行い,総合鮮1に内津川の汚染度や原
因を考察した。

全校生徒を対象としたアンケー トをもとに.過去 5ミミ にホタル (ヒ メホタル)を
見た場所や今年ホタルを見た場所を表査し,校区の地図にまとめた。また。春FI井市
の研究資料をもとに。昭■24年・ 54年のホタル分布を比較したり.ホ タルの籍理や生
態を母I究した。校区内では,約 8カ 所でホタルが生息していることがわかった。護査
の内容は学校祭でも展示した。

在来鐘と外来種母タンポポによって,地域の都市化の状麓が把握できることから。
選択教科理科め第2・ 3時で,「I懸生徒全員で手分けをして,絞区のタンポポ襲奎を実
施しだ。こ母薫奎で,「シ椰バナタンポポJが,籠 内に2カ所宅育していることも
わかった。 9鋼の生徒は,こめ調査を瞳閑にまとめ,校区め都市化の状況を分析した。
戦 購でわかったことは,新 しく舌i地を整撻した地点 (グ ランド・鍵防・新繋住宅街)
に外索様が多響ということでおる。また。本校の菫査籍理を奪菫昇率の議査畿鹿に送

り書il井 I諄全体との比較も行う予定である。

ま二 本技での機性雨の現状を調査した。4月・ 5月 1の調査では,P H4.0～ 6.4
の験性雨が降っていることがわかった。さらに。績物への影響を考察するために.ス
ギF粋植物とアサガオに, PH7(中性)C P114(本絞での最高機)。 P軍 2(実
際にヨーロッパで降つている雨)の水を与えながら育てていった。 :)H7と 4で育て
たアサガオは,:ま とんど変化なく育っていったが,ftが開化したところで P114の花
の色素がとれるという実験結鷺がlliた。スギ料の績物も,はじめはPH7と 4で大差
はなかった力ヽ  2カ∫l後からPH4の スギの生育が悪くなっていった。
この実験は理F・l宅で行っているので.実験をしている生徒だけでなく,理春1室をfll
用する多数の生徒が興味な 観察を電守った。

層油を使 って石けんをつくろう

ペ ットボ トルと入浴剤を使 って,0ケ ットを飛ばそう

酸性雨の調査と生物への影響を日べよう

校内のタンポポマ ンプをつくろう

地蔵 lilの水質調査をしよう

校区内のホタルマップをくつろう

技内の樹木マップをつくろう

校区菫のタンポポマ ンプをつくろう

酸性雨の調査と生物への影響を饉べよう

内津j:1傷求質饉菫を辱よう

肉簿 l11の本質磯壼を :プよう

ソーラーカーをつくろう

輩1
内津 ::Iの本曇臨電董をしよう (1'11。 12騒 )

校区内のホタルマップをつくろう (7理 )

校痙内のタンポポマップをつくろう (9班 )

酸性雨の議董と豊物への影響を鶴べよう (場 。10薩 )

酸性繭録実験 (10班 )

研究発表会鍮様子
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ア 重点目標

① AETと のTett Tttchingを通して言語運用能力や意歌を疑路,異文化理解・量際理解を深める。
② 地球規模の環境問題にかかわる錢容を教輔‡こ取りJl携 適切な資料の収業や効果的な利罵を行う。
③ カナダの姉妹校との連携を採携,情報を交換し合もヽ,国常の実践を通してお互ひが身近な問題と
して環彗 .5題をとらえていく。

授業実践劉

学 年 第2学年 掌元堪 FLesson8 Niagara FaHs」  (本時 5/6)
ねらい ナイアガラの滝の雄大さを実感させるとともに,AETと のTcan Teachingに よって,

環境問題への理解・関心を高める。

形容詞の比較級と最上級を学ぶ本単元において,本時は文型の学習を一通り終えた後の,復習の 1時間
における実践である。授業は,終始一貫してAETのStacey先生とのTett Teachingに よってすすめた。
まず,Stacey先生がナイアガラの滝へ行った時の感動を伝える場面から授業は始まり,そのナイアガラ

の滝のイメージ化を図るために, LD視聴へとつなげていった。この学習過程は,ただ単に基本文型を習

得させるだけでなく,「ナイアガラの滝の雄大   AETの Stacey先生の話
さと美しさ」を知らせたいという授業者の環境 i stace鰤 経験談
に対する特別な

°
思い"から,意図的に組み入 :   l am ttm vlct磁。B,C,Cttaぬ.I Hvtt h Q餞凱 1    :

:  went to M電 額「 FJis ttmny tteso When l went tO鶴 蓼亀  :
:  Faus,I tts very surpn鏡  ■陸y are very very very big.We  :れたものである。
: rleel very stuH at tte職 邸 Falお .

さ ら に 授 業 は ,Stacey先 生 が ,ナ イ ア ガ ラ の  : We鋤 摯 Very臨u薗 臨 解腱 Ftts,Om tte bOat     i
l Ъ ere's a ld J tttet We ttmOt hear Our voicels,恥

『

t i
滝の美しさとは対象的であるアメリカ北部地帯 : 臨貯税

『

麓k亀 1°澱T魔楓e卿
の「酸性雨」の実態について,2年生の語学レ : 轟 雨について,話
ベルで解説するところで山場をむかえた。生徒 : hふe sLteご New York ttett wett a btぼ 饉sh′ 鐵t菫ow i
は Stacey牲噺 盤 臥 るよ〕こ雛 哺 ヽ :雛 ∫電譜 響 Lttm醗露

『
∫
ニトif恥鐘 式 書五1:

た。ヒアリングの練習も兼ねて実施した酸性雨 : 覇賞he繁∬■守 ∬
l『
電∬ ney come down wiぬ   :
ain kills ttsh aF通 trees.   ::  由e nino Wc

に つ い て の 間 き 取 リ ク イ ズ (発生 か ら 被 害 に い  : 癒 d口 む 越 a ttg problem h軸ada,Gemtty,Swtten,祖 d翻  :
:  。Ver the wOrld. 1異  the 21st century, w陸 t l滅l we see aF3d httr  =

たるまでの順序を並べかえる)に も,生徒は意 : 試機 lakesP
:  vln ttsh be ttre'W螢 :Ыtts shg attinP        '      I
: Or輔 :it be A SILEtt SPRNG 7 V‰ t can準 ぽ Is it too  :欲的に取り組んだ。

             : late,N..We can stop add tth r we恥 虫 togeぬ e■     :
とかく「英語科においては環境学習の授業化 :

は難しい」と言われるが, 日々の授業実践の中   聞き取リクイズ            。

の,「聞く」「話すJ「読む」「書く」の4つ

の言語活動におけるコミュニケーション能力の

育成は, もうすでに環境教育との接点と言える。

さらに,国際理解教育の基礎を培うという観

点から考えると,例えば,地球規模の環境問題

を扱ったり,外国の生活様式との違いを比較す

る素材 (本校では,ごみ処理の違いについて日

本とカナダを比較した実践がある)を取り上げ,

それを環境学習への “切り回"にすれば,教材

化はそれほど難しくない。

その際L AETと のTett Teachingの導入は,

生徒の学習効率と意欲化を高めるのに,かなり
・の効果があることは論ずるまでもない。

次の文を酸性雨の発生から被害にいたるまでの順序に並べ替えなさい。

ア Fac協耐es aFld Cars lnale ttDes,and they 8o into tte s対 .

イ The Fses cOme down with the ttin,We ttn it add rainⅢ

ウ Ъ e ttid nin kills Esh and瞥銀澪。
工 ¶腱 Fses g● 島r atty with the温

AETと の Teatt Teaching

-17-
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(6)音 楽 科 鍾 お ぼする 実 践

① 音楽鑑賞や表現活動を通して,芸術を愛好する心情と感受性を育て,豊かな情操を養う。
② 生活の中にあふれる理霧 「音楽Jか ら日常生活を見つめ直し,よ り潤いのある生活空間を見い
だそうとする態度や,よりよく轟分を導こうとする心情を育成する。

授業実験鋼

学 年 第3学年 単元名 モルダウ 連作交響詩「わが祖国Jより (本時 1/2)
ねらい ⑬

②
標題の表す内容を,ス メタナ:まどのような思いをこめて音楽にしたのかを考えさせる。
チェコの歴史背景・社会情勢が音楽にどのような影響を及ぼしたのかを考えさせる。

音楽鑑賞の実践である。交響曲と交響詩録達いについて前時で学習してしヽるが,本時では,その発展譲

題と_して,標題音楽である「モルダウ」を鐘賞録素材ここ用しヽて`作曲者スメタナの意図や当時の時代背景

などを深く掘りさげてしく学習を展開した。時イtや情景のイメージ化と生徒の興味関心を高めるために,

VTR(『 堪曲アルバム』》やチェコの歴史について書かれた資料プリント等を活用した。
鑑賞時の生徒の表情は真ellそのものであり,鑑賞後の轟合けでは核』かをつく意見が多く轟された。また,

授業のまとめの段階で書かせた生徒の感態はどれも充実しており,生徒が「モルダウJと いうtilにいか:こ

奥深くまで入り込んでしち たかを物語

つてしヽる。

音楽料で!ま “鐘賞"を「単に美しい

音楽を駆 」というレベルにとどめる
°

のではなく,「音楽を通して自分の気

持ちや考えを表す」としヽう,いわゆる
・表現"へつなげたいと考え,授業実

践を積み上げてきた。

圭 機 の 感 想

教 椰 の 動 き

スメタナは.今までずっとチェコが苦しい思い
をしてきたことや平和の大切さを世界の人々に訴
えたかったと思う。「モルダウ」の最後のすごい

迫力の部分は・苦しみもいつかは喜びに変わる
。

ということを表していると思う。   R.K.

スメタナは,音楽を通して民族の独立運動に参
加した。オーストリアの支配下にあった苦しみや
悲しみを音楽に表現した。そして,チェコの良さ
を自己主張し,「どこここも支配されない」という
気持ちを無ってもらうために。 この曲をつくった
と思う。                 T. K,

Fモルダウの111カ澄 々と流れる=チェコ人も重
々と生きる」みたいな感じがした。由の暗■部分
でξま,スメタナの心参苦しみを感じた。耳が聞こ
えない以上に,オーストリアの支配下にあるとい
うこと参ほう浄ヾ辛かったと思う。   M.Y.

標覇鈴内容を音楽で表すことによって, スメタナは何を伝えたかつたのだろう。

A ビデオを見て,モルダウ :て  ヽ 映像の合澤辞に現れる説明
川の様 子をつかみましょう」 をたよりにモルダウ川の様

1 子を贅:る。
ハ 標題 けIの光」～「常々 :

と流れる」の部分の映像を :

経示するハ        :

ハ 交審I!鶴と交警詩の違いに
|

ついて. プリントにまとめ :
てください。      :

5

“ ヽ 国民楽派についても補足 :

説明を入れる。      :

ハ 標題お受である「モルダ:

ウ」:ま何を訴えているので |

しょう。         :

A ビデオを見て,気づいた :

ことやわかったことを発表 :

してください。

。 発表内容を板書する。 |
△ なぜ;||の様子を級かく感

:

き:11し たのでしょう。  |

。 作曲当時聴ノJがほとんど :

なかったことや国民講 無 |

で :ま必ず演奏される瀧であ :

ることを賛:らせる。    |
|

。 発表糞容を板書する。  |
A スメタナは学にj:壽流れ :

の様子だけを表したかった :

のでしょう0、

▲ モルダウをt曲撃もヽてス
メタチが人々に伝えたかっ

たことを考えましょう。

。 「モルダ奪Jを全轟聴か
せる。

本時のまとめをし,次時
の 予{tiをする。

-18-

を確認する。

絶対お楽と標理議楽の連
いを気|る。

本時の学習内容を知る。

Fl::!に 発表する。
豪華な建物がある。
自然が壁かだ。
スメタナは耳が聞こえ
なかった。
個人で考える。
Fl:1:に 発表する。

「 1然の様子を人々に知
らせたい。
チェコの生活を知らせ
たい。
スメタナの気持ちを表
している。
・  平和を懸っている。
作曲当時のチェコの情勢
について議Bflを聞く。

IElを難きながら,ス メタ
ナが「モルダウ」の中で入
々に訴えたかったことにつ

いて,自分参考えをプリン
トに書く。
・ 誇り高轟この1:Iの流れ
を忘れないではしい。
・  111の菫れほチェコ母歴
史を表している勢ではな
い か 。

い プリントを提!11す る。
ビヽ 次時は実技テストがある

る。

鐘賞後 :こ「自分勢思い」をつづる

i貫視した標題音楽との達
いを強護する。

スメタナのモルダウ詐
曲の意興について自分な

りの考えを持つことがで

きたか。

アルトリコーダーのテ
ストについて達糠する。

スメタナ鍾「篭ルダゥJと もヽう菫で人々経置を伝えたかったのだろう.

指 導 上 の 留 章 点

=ヽ 映像の中で標選の角容

が省臨されている部分を

あらかじめ説明しておく,

・  プリントのメモ構 :こ気
づいた点を壽き加えなが

ら馨かせる。
い 映像の中に I::て きた識
明の部分を再度確認させ

る。

・  映像で省略されていた
部分の標題についても考
えさせる。

。 オーストリアの支配の
様子や民族紛争の様子も
girせて考えさせたい。

交 喜 曲 と 交 響 詩 'の 違 い を 確 認 し よ う 。



(7)美 術 科 に お け る 実 践

ア 重 点 目標

美術教育は,造形活動を通して子どもの独自な感性を伸長させ,そのことによって,情操豊かな人
間を育てることを目標としている。本研究ではさらに,生活環境自体を改善していく力や態度を育て
ることが重要であると考え17~ザインの分野での指導を中心に実践を行った。

《単元構戯

第 1学年
身の回りの環境鍮美的改善
につしヽて考えさせ"楽 しヽ 学ヽ
校生活を送るために必要なデ
ザインを考える。

第2学年
自然環境や地域社会の問題
について考え,訴えたいこと
を表現する。

第 3学年
人工物と自然物とのかかわ
りについて考え,自然や環境
を大切にした調和のとれた造
形物を考案する。

授業実践例

学 年 第 1簿 単元亀 学校生活のデザイン (特Ell教室の表示板のマークをつくろう)

ねらtゝ
① マークの種類や役割を理解し,形を象徴化したり抽象化したりする力を育てる。
② 学校を,美しく楽しく快適な環境にするために,視覚伝達デザインが必要不可欠であ
ることを感じとらせ,簡明で形が美しく印象深いマークをデザインさせる。

轟中からマークを集める

○ ― 活に必要な伝えるデザインの役轟を考える。          2時 闘

② マークのアイデアスケッチをし,構想を様る。           3時 闘

③ 下書きをして,彩色をする。                    2時 閣

④  レタリングの意味について学磯も,基本的書体の構雪をする.    3鋳 轟

⑤ 完成作品を相互鑑貧し合って感懇を話し合もヽ.代農作品を決定する。 1時鋳

☆ 代表作品を実躍に襲作し,各特副畿壼の表示鞭として鰹蝿する。  (1年 鏑)

学 年 第2学年 鞣 名 環境をみつめて (ポスター)

ねらtゝ
① ポスターの彗的・機酢 必要条件を理解させ,誘えたしヽ病容を整理し壼琴象深く耗新
なポスターを考えさせたい。
② 環境問題をポスター録題蹴 じ,闘轟鍛漂理を進究して鋳伝えたい事柄を整鐘する学
習を通して, これからの生懸と環境との国連なこゥいて考えさせたひ。

`単

元構成》

★ 美衛室の提示転に参考作品を撮示する。              4覇 鐵前

★ 指導内容を予告 し,資料収集録指示をする。            2遷 蠅鸞

① 参考作品を鑑貴し。ボスターの機能`必要条件について考える。    1時間

O rf・スターの基本的な要素1こつ室ヽての基礎鐘習をする。         2時間

e ラフスケッチで作品勢織想を練ろ.《ごュアーの活勝        導時議
l

○ 錬讐上lfた織想を下絵に推き,彩色li・理に轟づもて喜亀する.     3時 轟

⑤ 作品を相互鑑貴し,ポスターの簑作を選して学んだ点につもヽて騒じ合う。 1時懸

環境 :こ 轟す轟素輔を探す
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①
を懸警言習漂導讐百鶴舞詈基彎管ま

のかな
:littl藁 ::t、仁  [ll鷹菫[言賃

鷹馨:[ア顧τ軍覇轟暴迅島こえ違専曹葛裏健革進巌暮善をII轟 "~轟褻事摯毅砥どあ身近な環境に
っいての体験的学習を導入する。      :

授業実錢銀

視力障害や疲労感などの影響が出る。     :
授業は,「速度な明るさとは」「採光と照明 :

ノ はどうあるがきか」について生徒自身が自らの :

生活と関連付けながら追究していつた。とりゃ :

け,「照度計Jを用いて教室の廊下薇
。中央・   生機の経懇

窓個のルクスを測定する体験的学習は,生徒の

思考に大きなインパクトを与えた。

本実践にようて,生徒は,身の回りの住環境

が,自分自身のちょつとした
・心くばりと工夫"

によつて改善されること,そ してその住環境の

改善が,実は健康の増進に非常に大きく寄与す

ることを認識し,「生活を見直そうJという意

識がめばえたことは,実践の成果である。

流行やデザインにとらわれて,安易にな服を購入する傾向があるとされる中学生に,「リ
フォーム」の

意義と方法を理解させ,衣生活改善にむ:ナた積極的な態度を育成することをねら
いとした実践である。

.

この学習を通して,生徒は.「リフォームJが省資源・環境保全につなが
っていくことを認識した。

薔飩鐘雛驚l GTE…
麟

環境条件と健康 (本時 2/4「明るさ」)

①

② 器皇え鰐亀鯛雛諄娩晉露翼皇tF繁震i星ま事選度を育てる。

照度を轟る生徒

閉雲摯?星ふ雷零量TL菫
=Fギ

F雷|ナ

威薄難「轟鐸奮鍵嵐3鷲ぢ
気をつけよう。        K.F.

た象「嘉量子誓暑電量5霊 ti攣 :百じ

0ふ靖購襲露甦轟∫麗鶴覇等:こ曇ぢ営ま鑢碁臭管k欝墓覇轟鷲麟

〇
詈量詣責警覧撃ビI慧ふ爾慧峯1奮馨菅F裏貪層撃量轟零糟F轟曇薯轟響羞鍵む宅芦裏墓基露
おける実習などから難 の問題にせまり_た 卜ヽ。

被 服  (本時 24/25「 リフォTムJ)

自分の
喜告慧亀号零声墓墓舞基足驀菅馨基墓憂奮墓異甲管蓬護菅轟で

°

明 順 応 と 靖 順 応 1こ ‐ も て` 漂 べ よ う o

會痺麒:l罐はな墓i策[誓;:Ti=→

砥藤喜驚鷲舞:鷲 :讐五菅よ
合ヽ まとめる。響餞=iTl_111'11・

1

ふだんは,勉強したり本を読んだりし

ぶ破滅書FTR鍵 3:l議臨
を取り入れようと思う.   Ho St

―
踵倒
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学 年
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教 輝 簿 曇

。 地球青百日眠話働め写真を見せる。
A 写真の占書はどうなっていくので
しょう力、

古布についてのビデオを見せζ
占着の再利曜について議切する。

A 自分の家で行う占書のリサイクル
にはどんなものがあるでしょう。

。 リフォーム       る。
▲ いらなくなった■から自分の技衝
でできるリフォームを考えてみよう.

▲ こQ古着から何ができますれ

A 考えたリフ十一ムを最内で発表し
ましょう。
● 2～ 3の作品を取り上げ.ク ラス
全体に紹介す礼

島::1に 発言する。
難やすか, どこかに埋める。
古彗として売る。
恵まれない国へ送る。
Ellの布に作りかえる。

家で調べてきたことをプリントに書 く。
班で話 し合い発表する。
資源回収 (廃品回収)に出す。
経巾をつくる。
近所の人や観戚の人にあげる。
パザーに出す:
リフォームする。
古着磨に売る。
家庭での衣震のリサイクルについての補足
議理を通く。

各班に配布された古着の見本を観察し,プ
リントに記入する。
・ 素材   ・ 色  ・ 付属品の有無
古書とプリントの絵を見ながら考える。
・ クフション ・ 小物入れ ・ ウォ‐ルギケ,}
どの部分をリフォームするか園示する。

=轟
麟』ミミ」

自分の饉いた目を見せ合い.発表し合う。
壺や素材が実現可能か話し合う。
mを 発表する。
おもしろい形だ。
ファスナーやボタンを利用している。
私の猥ならもっと気にいった。

4今 後の課題                          ・

(1)「新しい学力観」年基づいた授業法の改善では,野外観察,ディベート,テ ィニム・ティーチ
ング:パソョン学習など.教科の特徴を生かしながら様々な試みにチャレンジしてきた。今後は,
: 学習形態と学習意欲とのかかわり,学習形態と育成される能力や態度との相関関係について,さ
らに検証を重ねていき,「自己教育力」の概念をより具体化していきたい。
(2)「環樟教育年目指導計画 (軸テーマBl環境学習配列表)Jの作成により,発達段階に応じた指
導と各教科の連携を図ることができた。しかし,「環境認識の育成」という知識理解的な部分に
力点が偏ってしまったようにも思われる。「豊かな感性」を育成するために,地域の特性を活か
した教材の開発や,_確が五官を通して「環境」にせまる学習活動の構築に向け,さ らに研究を
深めたい。

(3)生徒の変容をとらえる工夫としての「自己評価の導入」と「座席表の活用」は,有効であった。
今後は,生徒が自ら課題を見つけて学習に取り組み,自 らそれを振り返り,さ らに新しい課題を
自ら作り出していくという学習の流れを具現化するために夕教師が行うべき “援助の在り方"に

ついてさらに追究していきたい。

―-21-

指 導 上 の 留 意 点

トラックに積まれた布め山に,関心を
もたせ,使い方を予想させる。

生徒が回収した古着は,古着専F電業
者によってloO%再利用されているこ
とを知らせる、

友達の発表を聞くことにより.各家
庭によって各種の方法がとられている
ことに気づかせる。

勒 リサイク嘲 れ―
できたか。      (観 察)

古着のリサイクルが省資源につなが
ることに気づかせたい。

。 「取扱い絵表示Jや「品質表示」を
読み取らせる。

。 これまで学習してきた縫製技術でで
きる方法を考えさせる。

。 家で,自分や家族が使用できる物に
になるよう助言する。
。 他の布や付属轟を補足してリフォー
ムすることをおさえる。

。 友達のリフォームを見て。自分の作
品の構想を膨らませるようにさせる。

なりの構想理を鐘き,それ
をもとに班の話合いに積極的に参
加 しているか。

(作品・

次時は,被服の選切な選び方につい
て学習することを告げる。

資 源 回 収 さ れ た 古 着 類 の ゅ く ぇ を 譲 べ ょ ぅ 。

衣 議 の リ サ イ ク ル に つ もヽ て 鐵 し 合 ぉ ぅ 。

自 発 ‐ こ てFミき る  リ フ  ォ ー… Zへ gこ 電》 も、‐てF臨霧 1し 量計 お う 。

プリントに感悪を書き,自己評犠をする。



F 道徳におけ儀環境教育

1 覇 究 轟標

自然界の一員として自然を愛し,生命に対する畏敬の念を高め,よ り良い環境づくりに主体

的にかかわることのできる実践的な行動力を育成する。環境倫理に裏付けられた人間としての

在り方や生き方についての自覚を深めさせる。

研究目標設定の理由

道徳教育は環境教育に直接つながる重要な位置を占める。環境教育の基盤である環境倫理に裏付

けられた人間の育成を図る上で道徳教育の果たす役割は大きい。各教科や特別活動における知識・

理解・実践力の根底には温かく思いやりのあるやさしい心が不可欠である。

私たちは,今 日様々な価値観の中で揺れ動く生徒に対し,人として本来あるべき姿や進むべき道

筋を共に考えていきたい。また,宇宙船地球号の一員として,ま ず自分にできること,正 しいと思

うことを実践しようとする強い意志を育成していきたい。『人にも地球にもやさしく』という言葉

は生徒たちにとって将来にわたり心の支えとなり指針となるはずである。

研 究 内容

(1)環境教育との関連について

文部省の『環境教育指導資料Jは道徳教育に求められるものを次のように示している。

:   人轟が本来機えているよりよ(生きたいという願いに根ざしながら,社会にあって公共の福祉に貢献しようと努め,選んで平和的な国際社会に貢 :

: 鏡できる主体性のある日本人を育成するため,その基盤としての道徳性を養う。自然を愛し,生命に対する畏敬の念を高め,環境や環境露題に対し  :

:  て責任ある行動がとれる態農を育成するとともに,よりよい環境づ(りに主体的にかかわることのできる実践的な行勤力を養う。この際,環境倫理 :

:  に裏付けられた人国として0在り方生き方についての自覚を深めることが必要である。                              i

さらに,道徳教育は学校の教育活動全体を通して行なうこととし,次の4つの観点を挙げている。

: ① 自然との触れ合い  ② 生命の尊重  ③ 勤労と社会奉仕 ④ 国際社会への貢献 :

また,本校は昭和62年度以来,国際理解教育を推進する過程で,次の 3つを重点目標として各

教科・道徳・特Ell活動に取り組んできている。

i ① 人間尊重の心の育成   ② 自国や他国の文化を理解し尊重する心の育成  :
: ③ 平和を愛する心の育成

そこで,中学校学習指導要領に示された22項目を検討し,項目相互の関連や環境教育全体との

関連を考え,本校独自の『環境関連 6項目』を設定し,道徳教育年間指導計画を作成した。

繭城中学校遣徳教育における環境関連 6項目 (数字輩等闘講麗表と鸞墓す贔》 学年翼重点 置標

(1)自然や動種物を愛し,自然環境を大切にするι

(2)自他の生命を尊重する。

(3)節度のある生活をする。

(4)すべての人に親切にし,すべてのものに思いやりを持つ。

(5)勤労の尊さと社会奉仕の気持ちを持つ。

(6)郷土愛を持ち,世界の平和に貢献する。

第 1学年 (1)(2)

第 2学年 (3)(4)

第 3学年 (5)(6)

― 露2-



(2)年間指導計画の立案

前記の環境関連 6項 目鍛視点に立ち鬱教育課程の見直しを行なしヽ,
の観点」「 6項目とのかかわりJを表した年間指導計画を作成した。

「主題とねらい」「環境教育

(3)授 業 実 践 養

主題名  「使い捨ての風潮」 関連項目 (3)(4)
資料名  「紙おじめと布おむつ」
ア 主題設定の理由≧ねらもヽ
自然環境を大切:こ しfm‐ ままればならないこと:ま頭でまま

わかってしヽても,「自分一人ぐらい」とか,便利さ警

快適さに慣れた私たちは「鏡鶴ヽ捨て」としゝうこと:こ無

神経になっているのではなしヽか。私たち赫理りにある

様々な『使い捨て聾を今一度見直す必要があるф紙お 布おむつと紙ぉむうを比べる生徒
むつと布おむつ,議 馨箸,使い捨
てカメラ等鍮問題をシリーズとし

て取り上げ,自然環境に対する思

いやりの気持ちを育てたい。

イ 学習過程におiする生徒の様子
導入段階で「紙おむうを使うこ

とに賛成か反対か」と尋ねたとこ

ろ,賛成23名 ,反対16名であった。

展開段階で資料プリントを離幕

し,1989年のデータを示した。溝

費枚数41鐘 9千万枚,欝費重量で

21万 トン.材料のパルプ‡ま,立ち

本に換算すると252万車.古紙疫

用率ゼロ, 手サイクルも全く行な

われない。すで :こアメリカ礫ある

州で:ま紙おむつの使用を禁止する

法案が轟されている。これらのこ

とを知った時,生徒の間:こ はざわ
めきの声があがった。

最初と同じ質問に対して,賛成

忍名,反対34名 と生徒鉾心ξま大き

く揺れ動き,2名母生徒はどちら
とも答えられなくなってしまった。

ウ 考察と今後機課題
使しヽ捨て製品の奥壼である紙おむ惨参聞轟 ]ま ,優誕で決連な生活Φ遣求と貴重な轟林資源の購
費が二律背夏する問題であり,生徒の中 :こ少な盪Lら ずジレンマや葛議をもたもした。
教鐸が価値甕を押馨付けたり,単純に農鵠ヽ悪Lヽを表機つけたりする通とのないよう言こ十分注意
した。生徒の心の中に今までなからた観点を持たせ,さ らに振鐘観の墓議を起こさせることをね
らい,揺れ動 く心を大切にしてひくことをねらった。
今後も生徒にとってより身近な題材を取り上げていくと共に,従来の道徳教育と併せて,よ り
良い環境づくりに主体的に取り組もうとする強い意志を育てる指導法を追究していきたい。
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L誓 11参 留
Aあなたが赤ら,んのとき。お :。 自由に発表する。
むつは援.香 jの どちらを使→ : ・ 全薄疑おむっ o合覇布ぉむつ
ていましたから       : ・ 紙と布が半々だった。
A既 :こ 1つ ずつ紙おむつとおお I・ 布おむつと紙おむつを手にとって理

t:急理墓TTしまFよ
うな
li察
する。

・ 最近のおむっの健用状況につ :ハ 教鰤の議堺を聞く。
いて,説覇する。      :

:

プヽリントを配繊:す る.    :
Arこ
ζよ写種ょ憲晨島雲

=う
::・
プリンHこ 紛 電 見裁 入す名

AIII:1::::li譲あ
|。 1等事flぶ !F認

人した意見に識
A無おむつを使うことに反対の :

:ヽ書:i:r百
護島譲あ人数
:

A布 おむつの利点と欠点は何で :・ 班で話し合ぅ。

:`I言毒言量言:i「 :言:こ:豪纏i
:ヽ 経おむつの利点と欠点を考える.
: ・ 長時海鑽える。・ 持ち遷び便利.

1.l暑事:f量
黒醗蓬√∫?憲賀L.

:。 教鐸の議町を蘭 (.

:・ 餞おむつが環境に及ぼす彫警 (森林

:響
ゴミ蘭欄?納札

Ai?1,営警賛ヤ貫t杢撃tF i。皇申管整春す骨・
使うことをあなたはどのよう :・ 壺林を守るためには極おむつを使
に思いますか。       : ぅのをひかえるべきだ。

罐 転 反対隷の人豪を醸 :罐
利な場だか靴 方ない。

認し,人敏の動きを板書する。:
△では賛成の人は右鶴,反対の :。 自分の考えに従って潔を移動する。
人は左爾に席を移動しなさい。:

A賛
奪「E短驚驚省套慮辱彎8:^自由に自分の意見を発表する。
発表しながら議議しょう。  :
^賛成派,反対派の人数を再確 :

認し,入数の動きを振露する :
A雫手E平ぅ
～
こさ↑感じたこi・ プリントに配人する。

i争プリントに基基著』ヽ1」 :

会ヽ分が券ちゃんのときめおむ―J
の使用獣況をえ裏させることに
よって本時の場織づけをする。
ハ疑おむつと存おなつを実豪にさ
わらせて,その感覚を味ゎわせ

^紙おむつが1989年 に41像 9千 万
牧。重きにして静21万 トン使わ
れ.最近はずっと率ょりも紙の
一方が多いことを無らせる。

'' ffid)'[:EEff#*firrr'e. E
分の考えに従って手を Lげ さ

。自分と異なる考え方の生徒が多 |
ヽヽことを知らせる。      |
''lFおむつと量おむつの利点と欠

‐

点を考えさせることによってお
むつの使離と理境とのかかわ
を認理させる。

ハ紙おむつの使用による環境た対
する影響を具体的敬薇で示し,
緩おむつと縁鑢とのかかわりを‐
より濯く麓解させる。

・ 学級内を紙おむつの使勝に賛成
か反対かで座席を分け。今後の

議識が進めゃすいょぅにする。
。輝じ考えの生徒嗣士でいfら く
輌談する時鐵を鞠 にとる。
賛ヽ成派対反対減でいろいろ議論
させる。
｀
あくまで教鐸の鍾犠観を押し付
けないように留意する。

おむつと紙おむつについて考え義春t

…

―緩おむつ鐘

、
`∫

)、ヽ風燻菖警還「



V tt Bll活 動 における環境教育

環 研 究 熙標

環境や環境問題に対する個々の高まりを,自主的・体験的な活動を通してより確かなもの

とし,さ らに身近なFn5題に対する積極的な実践力へ発展させることをめざす。

2 研究目標設定の理由
本校生徒蹴 昭和62年度以来の国際理解教育推進のもとで,自国や他国の文化を理解し,相手を

思いやる気持ちの大切さを学んできた。これを「環境教育Jと いう視点からとらえ直し,従来から

めざしてきた「自主性の育成」をさらに発展させる必要がある。特Ell活動における幅の広い多様な

体験活動を展開するなかで,生徒に自分の役割を認識させ,それを果たそうとする意志や態度を育

成したい。また,友達と協力する過程を六切にさせ,自主的・体験的な態度の育成にも努めていき

たい。さらに教科の学習や道徳で得た知識や技能などの生徒一人
二人の能力を生徒会を中心とする

望ましい集団活動において,よ り発展的なものとし身近な環境や環境Fal題に対して積極的に反応・

対応できる実践力へと変容させたい。

3研 究 諄 題

私たちは課題を設定するに当たつて,特別活動における環境教育,の実践は,生徒の主体的・ 創造

的な活動を発展させることを意図した幅広い多様な取組を展開する必要があると考えた。そこで,

特Bll活動の各分野において,次のような課題を設定し,そ れぞれの独自性を生かしながら実践を進

めることにした。

(1)学 級 活 動

学級は,学校生活における生徒の学習や生活の基盤である。学級が身近な環境や環境問題に対

する,よ り具体的な取組ができる場となるように努める。特に,環境にかかわる学級の取組の時

間を本校では『グローバルタイム』と呼ぶこととする。

(2)生徒会活動

生徒会活動は,生徒一人一人の自主的・ ell造的な態度に社会性を加え,さ らなる個性の伸展に

寄与するものと考える。環境教育においては,個人の考えや各学級での取組を全校的なものに発

展させたり:清掃活動, リサイクル活動,ボランティア活動などを通して社会的・ 国際的な目を

養う場としたい。

(3)学 校 行 事

学校行事は,生徒の集団への所属感を強め,よ り健全な学校生活を送るための体験的な活動の

場である。環境教育との関連においては,各種行事ごとに環境にかかわるテーマを設定し,その

中で生徒の自主的・倉1造的な活動を展開させたい。

(4)地域・関係機関との連携

環境教育は,校内の取組だけにとどまらず,広 く地域・関係機関との連携を図ることによって

よリー層の発展が期待される。そこで, PTAと の協力やOISCA(財 団法人オイスカ産業開

発事業国)な どとの連携によつて,生徒の目を広く社会に向けたものとしたい。
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4研 究 内 容
(1)学級活動における取組

学級は,生徒の学校生活における基盤であ

る。したがって,学級における体験活動をと

もなった環境学習の実践は,生徒の意識や行

動に大きな影響を及ぼすと考えられるので,

極めて重要な取組となる。

ア グローパルタイムの設定
本校は従来,学級活動における国際理解

にかかわる学習を「 グローバルタイム」と

名付けて具体的な取組を行ってきた。ここ

:こ  ・丁hink Globa::y, Act Loca::y" を意

識した環境にかかわる学習を付け加え,グ
ローバルタイムを一層強化することとした。

身近な環境や環境問題に取り組む中で,

より良い環境づくりに自主的に参加 し,環

境に対 して責任ある行動ができる実践力を

養うことができ,さ らに,友達との協力や

葛藤の中で他への思いやりも学べるのでは

ないかと考えた。

イ グローバルタイムの実践例と計画
(ア)1年 3組における実践
平成 5年度の 1年 3組では,学校の横を

流れる地蔵川をめぐる:環境学習の実践に取

り組み,成果を得た。.こ の実践は平成 5年

6月 に開始され,平成調年・3月 まで半年以

上にわたって取り組まれた。
｀
地蔵川の周辺のごみを拾う実践活動から

出発し,パ ックテストを利用した水質調査

の実践およびその考察活動を行った。平成

5年 10月 の授業参観日には学級活動「水質

報告会」として保護者にも公開した。平成

6年 3月 には,地域にも呼びかけようとい

うことで「地蔵川を汚さないように」とい

う看板を生徒が作成して立てた。

(イ )平成 6年度における実践

平成 6年度は,前年度の反省を踏まえ全

学級がある程度先を見通した指導計画のも

とグローバルタイムの実践をしようという

ことで年間指導計画の作成を行った。

各学級のグローバルタイムの活動形態 !ま ‐
様々である。学活の時間を基本に,足 りな

授業参観日の「水質報告会J(平成5年 11月 )

(平成 8年 3月 )

グ ロ ー バ ル タ イ ム 年 間 計 画

春日井市立南織申学校 第 2学年 2細

1 学種のテーマ

匹                                                                                                                                             |

2 テーマ設定の理由
(1)本学最の生徒の実菫
本学級の生徒は地球の環境が確壌されていることを言葉として理解はして
いるが,その実態をどれくらい把握しているかとなると疑

=1が

fliじ る。「ご
み問題」「 リサイクル活動」などにより,地球にやさしくしよi地 球を守
ろうといっても,行動面で表すことはまだまだ不1分である。こかし,生後
会F・
‐
動で行っている環境に関わる取親によって。少しずつてはあるが意識が

高まりつつあるように思われる。

(2)テ ーマ内容とつかませたい事柄
入目の生活は.年々便利になってきている。これは文明の進歩からその思
恵を受けることによって。生活水準がどんどん高くなっていることによるも
のである。しかし,その 一方で。 人間生活による地球環境への影響は計り知
れないものがある.便利さを追及する余り,地球環境への影響を忘れてしま
つているのである。私たちの暮らしの|:'で,便 flに なってきた鋼面を否定す
ることはできないが,電在の生活を見盛じ。改善できることがあるのではな
い力、 どうすれば地球にやさしくできるのかを少しでも追及しようという気
持ちを育てていきたい。

7'1

8′ :

グ固―バルタイムの年間録画鍵
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い時間を裁量時間で補充したり,短学活の時間をfli効に活サ:lし たりしている。 。つのテーマをも
とにっある一定の期間取り組む学級もあれば,2～ 3時間の構成で様々なチーマに取り組む学級

もある。活動場所も校内だけにとどまらず,学校の近くのショッピングセンターや河原というよ

うに校外に出る学級もある。理科的な要素を多く含んだグローバルタイムもあれば,道徳の授業

に端を発している取組もある。生徒も教師も自由な発想と活動の中で,楽 しく環境や環境問題に

取り組もうという姿勢が見られる。

平成 6年度における各学級のテーマは,以下のようである。

学 級 グ ロ ー バ ル タ イ ム の テ ー マ

1参 1 ダイレクトメールについて考えよう

102 こだわるものの上流・下流に旅をしよう

103 絞区を見つめよう

104 104発「そこが知りたい」

201 生ゴミとゴミ問題 (右下の写真参照 )

202 FSTOP THE環 境較壊』 (身近な環境問題か ら調べてみよう)

203 人と水の関わりにについて (地蔵メ:|を見つめて)

204 ごみ問題とリサイクル

301 「 くうかん鳥」をrll用 して南城に卒業記念品を残そう

302 地域の河∫:]「内津J:!Jを見つめよう

30愚 資源の有効Tll燿 とゴミ問題

304 自然と仲良くなろう

305 給食の残菜をTlj用 して肥料を作ろう

(2)生徒会活動における取組

ア 校外清掃の実践
平成元年度から取り組まれるようになった校外清

掃 |ま,生徒の自主的・ 自発的な活動の一つとして出

発したものであった。それに「環境」という視点を

付け加えることによって単なる地域の環境美化とい

うことから,自分たちの身の回りの環境を考えると

いう幅の広い活動となっていった。

平成 5年 12月 18日 には,通学路を中心に校

外清掃を行った。平成 6年 2月 5日 に1ま内津

∫||の河′:1敷の清掃活動を行った。平成 6年度

には今までに 4回の校外清掃が取り組まれた。

参加する生徒 :ま,生徒会が実行委員という形

でその都度募集をしている。教師が参加を促

したりすることは行っていないが,毎回かな

りの生徒が自主的に応募してくるこ

イ アルミ缶回収運動
生徒会主催の映画会に必要な資金を得るた

めに始まった新聞一東運動であったが,平成
●1二 if.T:く

^、
lr」 1        ,      

「校外溝鶴の様子 (平 餞5年 12環 )

住ごみで堆鯉を作る201の 生徒
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5年度 :こ :ま リサイクル運動の一環としてアルミ缶を睦1収す

る運動へと質的に変fヒ してきた。その時には12嬬 と 1月の

10日間の取組で約1,ooO彊 のアルミ缶を回収した。この運

動 :まアルミ缶の数を集導ることが主たる轟的ではなく,ァ
ルミ缶を集めることによぅて. リサイクルの大選さを認識

してもらおうという生徒会鍛意図があった。

ウ リサイクル運動                響

アルミ缶回収運動でリサィクルヘの鱚心はIま ったとい

(平成6年度の回収状況 〉

アルミ缶 約 7,

スチール缶  約 1,
ト レー   約 3,
牛乳パック  約 8,
乾 電 池   約

(平成 6年 9月 30日現在)

える。しかし書生徒会執行部が平成 6年 3躍 :こ

行つたアンケート調査藝結果から,牛乳パック
やトレーをずサィクルに慧題している家庭ょり

も, ごみとして出してしまっている家庭の方が

多いことがゎか嗜え。

そこで平成 6年度 :まより多く録家庭で,よ 攀
多くの轟物に量を向け, ザサイクルしてもらえ

るようにと,学校で牛乳パック, トレー,ア ル
ミ釜,ス チール缶手乾電池を積極的:こ集める政

組をした。 PTA総会を利用して,生徒会長が
直接,保護者に協力を呼びかけたり,「環境だ
より」を使って,牛乳パックなどのリサイクルの方法などを啓発したりした。このように身近なと
ころから少しずつリサイクル運動が広がっていった。
工 学校での生活環境改善
生徒たちの間で,自分たちの学校生活について見つめ直し,そ の生活環境を自主的に変えていこ
うとする動きが見られるようになってきた。部活動時のTシ ャッの着用F.9題がその一つである。生
徒の間では,Tシ ャッ問題は,平成 5年度から継続して審議されてきており,賛成派も反対派も,
ともに建設的に議論を尽くしてきた。このFH5題 :ま職員会議に諮られ,生徒会の取組の熱心さとTシ
ャツの有用性も考慮され,学校長の許可も得て平盛 6年 7月 から蔀活動時のTシ ャッ着用が実現し
た。こうした取組により,生徒たちは自分たちの望むことをどのようにしたら実現できるか,さ ら
に実現した後の責任と,それを維持するための努力というものがいかに大切かを知ることができた。
この経験は,環境問題に取り組むために必要となる,自分達で考え行動するという能力や態度を養
う上で,有意義な取組であったと考える。
オ 老人本一ム誌問
今年度に限らず以前から,生徒会執行部が参
擁者を募る方法で老人ホニム訪闇 |ま行われてき

た。土曜日の午後,校甕の老人ホームヘ蓬かけ,
歌やゲームなどをして老人の方と楽しい一時を

選ごすという取組でぁる。

老人ホームのお年寄りも菫城の生徒が訪問す

るのを毎回楽しみ :≡待っておられる。生徒:こ も

大変人気があり,参加者数を制銀することも時
々ある。相手を思しヽゃるJ轟、,優 じb罐度で接す
る気持ち:ま ,環境学習の基本となるで姦ろぅ。 者人本一ム訪F・S(平成6年 5月 )

500個

300饉
500枚
500枚
250個

瘍
｀ヽ躙

アル ミ缶の回収活動 (平 成6年 1月 )
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力 環境集会の取組
毎遇本躍 [Iの朝の生徒集会の時間 (15分)を環境学習に使う試みをした。これは,全校生徒が体

育館に集まり,環境や環境問題について考えようというものである。

平成6年 1月 27日の環境集会では,春日井市が制作したVTR「アルミ缶のリサイクル」を上映し,

回収されたものが再びアルミ缶となって戻ってくる様子を学習した。平成 6年 2月 17日には,前年

の12月 に,生徒会役員と環境委員で訪間した新菱アルミ缶回収センターの様子を自作VTRで紹介し

た。ジュースやビールの缶は半分がスチール製であること,ア ルミ缶回収率は約50%で あること,

ボーキサイトからアルミ缶をつくるよりもリサイクルしたものから作った方が経済的であることな

どを学んだ。さらに,その日の環境集会では,今までに集めたアルミ缶を実際に被露したので,翌

自のアルミ缶回収:まいつもより多くの生徒が協力したし

平成 6年度の環境集会は,生徒会中心によるリサイクル運動の PR活動に多くが利用された。他

には宿泊学習など,各学年の泊を伴う旅行的行事の報告会が催された。

キ 環境委員会の設置
総合的に環境や環境問題をとらえる生徒の活動組織として,平成 5年度より環境委員会を設置し

た。この委員会の性格は,生徒が自主的に活動するという■ll面 と,学校から依頼された活動をする

という両方の側面を持っている。最終的には,国際理解委員会のように生徒の手に委ねられるもの

へと成長させていきたいと考えている。以下に示すの :ま環境委員会の仕事内容である。

【グ回轟バルコーナーの設定と活用】

各学級の背面掲示板の一部に環境と国際理解関係の掲示,コ ーナーを設定した。生徒会活動を

紹介したり,環境だより,環境放送のメニュー,環境にかかわる新聞記事等の掲示をしている。

【環境講演会総運営】

OISCA関 係の講演会やチェルノプイリ講演会の運営を担当した。
【アンケート調査の実施】

環境学習に関係する生徒会行事や学校行事についてのアンケートを実施した。

鱗 境だよりの発行選

身近な自然を見つめることを目的とした生徒向けの環境だよりの作成から始まり,生徒会や

環境委員会の活動内容,学校行事の環境に関する取組の紹介をした。
I昼の環境放送】

昼の放送を利用 し,遇に

ダロバールタイムの紹介 ,

【環境標語の募集】

平成 5年 9月 に,全校生
徒に環境に関する標語を募

集 した。最優秀となったも

のは体育大会で配布される

鉛筆にプリントした。他の

作品は掲示したりして発表

した。生徒の環境学習に対

する意識の高揚に役立った。

平成 6年度も同様に環境標

語の募集をした。

【学校祭の展示】

活動内容をまとめて展示

発表した。

1圏程度の割合で総食時に環境関係の議轟を取り上げた。各学級の

化石饉将母爾題,オ プン層の競穣などにつもヽて披送した。

。工,じ準電■こt卜 じ■■ヽ 崎よttt t,聡 tに tない
0卜 ft● ヤ,二食羮tはtサ tt

t臨へ+3■ じむ霧対して
“
3。

軍ARTH～ 環境だより～ (平成 6年 7月 16日 号)
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えたりして,その活動を活発にするように努めた。主な目的と実践内容は以下の通りである。

ク 各種委員会における取組
それぞれの委員会の活動内容を環境という視点でとらえなおしたり,新たに環境の取組を付け加

【国際理解委員会置

他国の文化や地球環境を理解し,地球
人としての自分を認識することを国的と

した。国際理解室の履示を
~「

_夫 したり,

AETと の交流会を催したりして,他国
の生活環境を知る活動をしている。

【ベルマーク委員会警

グリーンマークの収集活動を通して,

日常生活鍮各所に見られる様々な環境的

配慮に目を向けることを轟的とした。環

境にかかわる取緯が本来録委員会活動に

も撻車をかけて参る。

【緑イ≧委員会麗 AETと の交流会 (平成 6年 3月 )
緑化活動を通して植物に親しむ心を育てることを目的とした。花壇とプランターを使っての

校内緑化や各クラスに鉢植え (緑の羽根募金で購入)を 18_き ,植物を育てる活動をしている。
【放送委員会】

学校放送を充実させ,生徒の学校生活を潤いと活力あるものとすることを目的とした。昼の
放送に「環境コーナー」の設定をし,環境委員の協力を得て番組を作成し放送している。
【図書委員会】

環境関係の本の充実とそのflj用促進を図り,読書が楽じめる環境づくりに努めている。
【広報委員会】

全校生徒の環境に関する意識を高めるため,環境新聞を 2カ 月に 1回程度作成し,校内に掲
示し,広報活動に努めている。

(3)学校行事における取llC

平成 6年度は,環境そのものを中心に据えて

企画したので,従来とは少し違う活動ができた。

学校行事の中に,環境についての活動を無理な

く織り込むということを基本にしている。

ア 校外学習における実践
平成 5年度の 1年生では南知多ビーチラン

ドにいる生物について “調べ学習"を した。

ウミガメについて調べたものが多く見られた。

「目のないウミガメの子がぶ、化」という新聞

記事などをもとに海洋汚染やごみFH4題を主題

とした道徳の授業へと発展できた。

イ 野外学習における実践
平成 6年度の野外学習では, 2日 目に「イ

ベント企画 B」 を行った。これは, 5つのコ

ースに分かれて自然と親しもうというもので,

野外学警でのマベント企画鶴の内容

コ ー ス の 取 組 内 容 (概 要 )

「魚釣りJで,杉島荘というところまで豊か
な自然に接しながら歩いて行き,板取り||に放流
された魚を釣り,自分たちで川原の石組みをfll
用しぃ塩焼きにして食べた。

「 クラフ ト作 り」でパー ドコールを作ったり
石ころに色をつけたり。本の技を加工 したりし
て遊んだ.石 を並べて世界地図も作った。これ
は持ち帰れないので写真を撮 った。

「パードウォッチング」で,巣箱を作り。キ
ャンプ場に設置したり,双眼鏡で野鳥の観察を
した。ホオジロのさえずりなどが観察できた。

4 「 自
然の美・ 写真撮影」というもので,メ :!浦

渓谷で昼食をとり,板取J:1沿 いの花や木々など
美 しい自然をカメラにおさめた。写真は現像 じ
た中から,一番気に入ったものを選び,大 きく
薔|き 延ば して額に入れた。

「ハイキング」で,板取川の薦辺を散策しな
がら.自分の一番気に入った植物を採集して,
しおりや葉脈標本を作った。
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コースの選択にあたっては。選んだ理lllも ぎまかせて希マ1を ISCっ た。その結果。自分の興味関心に合

った体験活動を通して,自然に溶け込むことができた。このほかにも,板取川の水,水道の水,流
しの排水について,それぞれの水質調査も実施した。水道の水や板取川の水のきれいさに比べてみ

食べ終わった食器を洗っている時の流しの排水が,いかに汚れているかを実際に知ることができた。
2泊 3日 の野外学習を通して,自然へのいたわりの大切さ,仲 FHEと協力することのすばらしさを学
ぶことができた。

ウ 修学旅行における実践
平成 6年度の修学旅行における環境学習のテーマを「住環境」とし,自分たちの住む春日井と旅

行先の東京や箱根の住環境の違いを実際に調べさせ,考えさせた。

(7)交通量調査

交通量の調査を環境委員が行った。修学旅行が終わった後,選択社会で行った調査結果と比較
し,考察を進めた。大部会東京は夜遅い時FElで も交通量が大変多く,春日井や箱根との大きな違
いを肌で感じることができた。

(イ)東京人の意識調査

都内での班憑1見学中にぅ環境に関する意識を中心に調査した。多くの東京の人が「東京には緑

が少ない」と思っていることがわかった。また,ほ とんどの人が “ごみ"の分別収集に協力して
いるが,年齢が下がるほど分Ell収集に協力していないことも知った。生徒たちは,直接,東京の

人に接して話を聞くという取組を通して,人の温かみも感じとらたようであった。

(ウ)水の味覚と水質調査   ・

東京のホテルの水と箱根の旅館の水につい

て,その味覚を全員で比較調査した。さらに,

各班ft表 (計50名 )が,東京と箱根の水を言
い当てる調査も行った。100%近い生徒がそ

れぞれの水を言い当てることができた。東京

の水 :ま苦みがあり,箱根の水は異みもなく飲

みやすいことを実感できた。

工 学校祭での実践
本校の学校祭の企画の一つに,運動部も含め

たクラプ単位で取り組む「フリータイムJと い

うものがある。平成 5年度のフリータイムでは

有志を募り再生紙づくりに励む企画があった。

また,フ リータイムでのゲームの景品として,

石ころに色を塗った作品を作るなど環境に配慮

した色々な工夫がみられた。

平成 6年度の学校祭では,環境に関する夏体

みの個人研究の紹介や展示をした。また,選択

社会で取り組んだ研究を班ごとに発表した。校

区の自販機の分布状況から地域の住環境につい

ての考察,神領駅前の地域の様子から将来ある
べき駅前の環境についての考察などをOHPを
使って発表した。

本遺本の食味購査 ≪平成 6年 5月 )

選択社会鍮研究発表の様子 (平成 6年 9月 )
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(4)地雛 関係機関と勢連携 :こよる取纏

環境教育 iま,広 く地域・関係機関と連携す

ることにより,学校の取組も理解され,よ り

深いものになると考え実践を進路た。

ア 0:SCAと の連携

OISCA(財轟法人オイスカ産業開発事業

理)は ,昭和36年 10躍 :こ all立 された海外で

の種林活動を主な理的とする環境保護爾体

の一つである。春甕井ライオンズクラブ鍮

協力も得て,緑を大切にする心と国際理解

教育の進展を藝的としてOISCAと 連携した

諸活動に取り組んだ。

(ア)環境講演会の覇催

平成 5年 9月 4轟 :こ OI轟 CAの El■糠研修

センターの鳥谷部氏によ4講演会を催し

た。OISCAが現地の人々の理解と協力を

得て植林活動をしてLヽ る轟を霧 Lヽた。平 中国新轟 (平成 5年 12月 5日 )

成 6年 4月 8日 には,OISCAミ ンダナオ農林業開発センター所長の池田広志さんによる講演会

を催した。現地での植林活動に10数年間にわたって携わらてこられた池田さん:ま ,フ ィリピン
の森林が荒廃していったいきさつや現地の実態に即した援助形態の重要さを話された。

(イ )植林活動に参加

平成 5年 11月 11日～11月 15日の 5日 FEl,OISCAの国際植林ボランティア活動に本校生徒 3名

が応募して参加した。フィリピンのミンダナオ島で実際に植林活動を行い。同島にあるディポ

ログ市のセント=メ アリー=ア カデミー校を表敬訪間した。現在もその友好は続いている。

(ウ )帰国報告会の開催

平成 5年 12月 4日 ,国際植林ボランティアに参加した 3名が帰国報告会を行った。この報告

会によって,森林の大切さが身近なものとして伝わった。また,国際理解教育の面では広くア
ジアの人々にも目を向ける機会となった。生徒会からOISCAへ植林基金の贈呈も行われた。

(工 )文房具を送る取組

一連のOISCAと の連携活動の中で,生徒会は国際植林ボランティア活動に参加した 3名の生

徒に託して,フ ィリピンの子ども達に「文房具」を送った。これらの文房具は,生徒の家で眠
っている鉛筆,消 じゴム,ノ ートなどを生徒会が呼びかけて集めたものである。

イ チェルノブイリ講演会
平成 5年 10月 18理 にチェルノブイジ講演会を

開いたЬ環境委員が資料をもとに,エネルギー

資源の現実とチェルノプイリ療発事故につしヽて

説明した。被曝した子どもたちを弓:率 してみえ

たニレナ先生による講病では現在も事故鈴被書

で怪んでいること,~被曝したベラルーシの子ど

もたちを里親として日本の家庭に預かってもら

い,健康圏復に役立ててもらわうという運動が

行われてしヽることなどを知ることができた。
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西

ウ 地球資源回収活動

「廃品Jを貴重な「資源」ととらえ,平成 5年度からは,名称も「地球資源回収活動」と改

称して意識の変容を試みた。具体的には,その趣旨が書かれた地球資源回収活動のお知らせに,

回収担当者としての自分の名前を書いて,全校生徒が分担して,校区内の全家庭に配布した。

さらに,事前の通学国会議ではリサイクル活動の意義を話し合った。こうした取組の結果,回

収した古紙の量 :ま ,生徒数が現在よりもずっと多かった数年前の記録を大きく上回った。この

活動は生徒とPTAが共に汗を流し,資源の大切さを実際に学ぶ良い機会となっている。

工 制1理 リサイクル活動

着られなくなったり,不要になったりした制服をリサイクルする活動に, PTAが熱心に取

り組んでいる。資源回収の折りなどに集められた制服類は, この 2年間で約600点に及ぶ。こ

れらを斡旋するために,授業参観や体育大会などで保護者が来校する機会を利用して「制服リ

サイクル会」を開催している。ごくわずかな手数料を払うだけで制服が利用できるとあ
つて,

この取組は保護者から大変歓迎されている。

(5)ク ラブ活動での環境学習の実践

美術の授業「 1年 ;学校生活のデザインJで,教室の表示板の最優秀作品が選ばれた。それを

美術クラブ員が,色を塗るなどの作業をして制作を試みた。これがきっかけで,他のす
べての特

311教室の表示板も美術クラブが,ア イディアから制作まで取り組むことになった。校内の雰囲気

を少しでも潤いのあるものにしようというこの試みは,好評を博している。

5 今後 の課 題

(1)学級活動におもヽて

グロ■バルタイムはftL教科や道徳との関係から切り離せない部分があり,他の教科の知識を必

要とする場合も出てくる。指導にあたつては,事前研究と準備のために多くの時FElを要する。そ

のため今まで取り組まれた様々な実践を積み上げ,共有の財産としていきたい。

(2)豊徒会活動におもヽて

環境にかかわる活動を通して環境に対する意識は大変高まったように思う。さらに,生徒
一ず人

∵人が環境に関する活動の意味を的確にとらえ,生徒会の活動を全校の生徒が足元から支えてい

くようにするための教師の援助・助言の在り方をさらに追究していく必要がある。

また,環境委員会が総合的に環境問題をとらえる生徒の活動組織の中心となり,少 しずつ機能

するようになったのは評価できる。しかし,常時活動を軌道に乗せることや生徒の活動をもっと

前面に出すということで |ま不十分さが見られる。また,各種委員会については,環境に関する取

組の必要性は理解できていても,具体的な実践という点では弱さがみられる。これらの弱点を克

服するための方策をさらに追究していきない。

(3)学校行事におもヽて

野外学習をはじめとする各種行事に必ず「環境」という視点を取り入れるようにしたため,活

/動内容に幅ができ,参加度も高まってきた。今後は,学校行事における環境学習を息の長いもの

にしていくにはどうしたらよいかを考えていきたい。

(4)地域・諸機関との連携におtヽて

OISCAと の連携活動ゃチェルノブイリ講演会の開催により,生徒たちは,広 く社会や世界へと

目を向けた環境学習をすることができた。その意味でもこのような取組は今後も機会をとらえて

実施していく必要がある。さらに,最 も身近な組織であるPTAと の連携をさらに深め,学校と

家庭が一体となった取組が今後一層望まれる。
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VI 調 査 資料委 員 会 !こ お :す る実践

研 究 目 標

2 研究目標設定の理由
今日,環境問題は人や地域によって必ずしも一様ではない。
識を把握し,実態に応じた指導の内容や方法の改善に資する。

持ち,よ り良い環境づくりに心がけて主体的
に行動できるようにしていきたい。

3 研 究 内 容
(1)生徒の実態調査と考察

環境に関わる生徒の実態を把握し,各委

員会の活動に生かすため「環境に関するア

ンケー ト」を実施した。特に 2・ 3年生に

ついて,その結果をグラフ化して考察を行

なった。項目は「関心」「知識」「態度J

「技能」「評価」「参加」の 6つの観点で

作成 した。右の表は,203年生とも前年度
の数字を上回った項目や内容である。

理F エコマークにつilて知って11ますか?    ・

そこで生徒達の環境問題に対する意

また,一人一人が環境問題に関心を

運野 ごみを出す量が饉選できる量より増え,ごみが処理しきれな(なる。

詳
=1年

6撃

=2年

5報鮮

6年 13年

:   0%  20

:5年度1年

:6犠 2年

:5年度2年

:  6年度3年

|%  :

□  藩 : 蘊榊羅
“
轟ぃる  :

(2)グローバルルームの活用
ア 古本や資源回収で得られた図書を,生徒用ロッカーに分類して並べ,自 由に闘覧したり貸じ
出せるようにしている。

イ 環境に関するビデオ (教材費で購入されたビデオ以外)を ,生徒が放課にしヽつでも視聴でき
るようにしている。再生専用ビデオなので誤って消去されることもない。テレビ台をそのまま

テープ保管場所として利用している。

ウ 生徒作品の常設展示場所として利用する。
・ 各教科,特に美術,技術家庭科,書写作品,各種作品展応募作品の展示等に利用する。
・ 各種感想文を展示すると共に,整理保管する。
工 開館時間は,朝の短学活時から下校時刻までとする。

環境や環境問題に対する生徒の実態を調査する。また,適切な資料や情報を提供することに
よって意識の変容を図り, より確かな実践力の育成に資する。

前年の調査結果を上回った項目や内容

観  点 調 査 項 目 や 内 容

関  心 道路や公園のごみフ ごみの処理能力,家庭排水の
「霧題について,環境に関する読誇経験

知  識 ダイオキシン. グリンピース.エ コマーク.環境
アセスメントなどの用語     ′

態  度 ごみの捨て場所に気をつける。 リサイクル活動ヘ
の協力.澤剰包装を断る,省エネ (電気・ ガス)
などの態度二

技  能 商品のリサイクル・ ごみで堆肥を作ることができ
る (3年生のみ前年を上回った)

評  儘 ごみの増加,国鐘吟減少

参  脇 生徒会主催の技外清掃に参ぶ:す る人数
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(3)広報活動の充実

ア 「 ilittI細だよりJを定期的に発行し,保護者にも生徒の活動状況を知らせていく。資源回収

の折りには,校区内全戸配布のチラシと併せて発行し,本校が取り組んでいる環境に関する活

動を各家庭に知らせ,協力をお願いした。

また,「南城中だより」には返信欄を設

け,地域の方々の質問や意見,要望など生

の声を載せて編集し,一方的なものとなら

ないよう注意している。

イ 広報委員会は倉1意工夫をこらし,かべ新

聞「環境だよりJを作成している。

ゥ カナダ,ケ ローナ市の姉妹校ラットラン

ド中学校と連絡をとりあい,お互いの町や

学校が行っている活動や状況を情報交換し

4 今後の課題

(1)生徒の変容 (「環境に関するアンケート」

のデ∵夕分析の結果)を ,今後どのように活

用し,新たにどのような活動が必要とされる

のか。今後も引き続き検討していきたい。

(2)グローバルルームの活用法や各種広報活動

は,資料の収集方法を工夫し,有効的な活用

方法をさらに追究していきたい。 かべ新覇『環境だより』 (広報委員会)
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南城申のリサイクル活動について

一 生徒会 長  山 口 真 知 子
~

ご父兄のみなさん、こんにちは,生徒会毬行椰

4月 から微員も壼わり、色々な活動を夕しずつこ

5月 の半ばから、アルミ缶
いスチール缶・牛乳パツク・ トレイ・tt絶 を目颯す0
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薦崚中学波では、昇降麟に団颯籍を置き、いつでもアルミ鋳などを無
められるよう

に
菫二轟な最F襲塁警富撃意皇号警[滝忌「鼻L昔猶憲壼と二農濃轟じ:、学崚生活を
選るために使わせていただきます。
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Ⅷ 研究勢成果と今後鍛諄饉

1 研究 の成果
(1)教科・道徳における環境教育の推進,特 Ell活動における環境教育にかかわる様々な体験学習の
実践により,少 しずつではあるけれども確実に子どもたちが変容してきていることを感じる。目
標に掲げた「育てたい生徒像Jが徐々に具体的なものとなりつつある。
(2)日常の教育活動の推進と研究委嘱を受けた課題のitE究を両車させることは 率直に言って,時
には困難な状況を生み出すこともある。このような状況を克服する手だては話合いによる共通理
解を促す以外にはなかった。こうした過程を通して,環榛や環境問題に対する教師の意識は確実
に高められた。

(3)環境教育年間指導計画の作成には全教師が分担じ協力しなければ完成しないという前提条件が
存在した。このことが私たちを環境教育へ駆り立てる一つの要因となった。平成 5年 9月 に第 1
次案を作成して以来,授業での検証を通して 3回の改訂を行ってきた。この作成の過程を通して
教科の環境学習の構築と教科および領域相互の連携が図られ中教師集団の意識も高められた。
(4)環境教育の授業実践は, ともすると研究発表のためという狭量なとらえ方に陥りがちであるが,
最終的には生徒のためになるばかりか,教師自身の力量向上にもつながる課題であるとの共通理
解の上に立って,授業実践を進めることができた。
(5)環境教育o目標を達成する上で道徳教育の果たす役割が大きいことを知らされた。道徳におけ
る環境教育の取組は,学活や教科との区311がつきにくくなったりする困難もあったが,授業研究
に積極的に取り組み,一定の成果を得てきた。
(6)「グローパルタイム」と名付けた学級活動における環境にかかわる学習は,すべての学級で実
践が行われ,様々な取組の事例を積み上げることができた。
(7)従来から生徒会の自主的活動として取り組まれてきたリサイクル活動や校外清掃なども,環境
にかかわる活動として位置づけなおすことにより,自覚的な取組がなされるようになってきた。
また,新たに発足させた環境委員会が総合的に環境問題をとらえる生徒の活動組織として機能す
るようになったことも成果である。

(8)OISCAと 連携し,国際植林活動への協力として,環境講演会・・写真展の開催, ミンダナオ島で
の植林ボランティア活動への生徒 3名の参加,帰国報告会等の一連の取組を行った。これらの取
組によって,広く世界に目を向けた環境学習をすることができた。
(9)環境教育を推進していく中で,家庭 (地域を含めて)への働きかけの必要性を感じ,広報活動
として「南城中だより」を平成 6年 3月 から発行し始めた。現在は月に 1～ 2国の割合で発行を

続けている。保護者からはいろいろな感想や意見が多数寄せられている。`

2 今後の課題
(1)環境教育の推進は「新しい学力観」の実践につながるという考えに立ち,今後も授業法の改善
に努め,指導法および評価法についてさらに研究を深めていきたぃ。
(2)「環境教育年FE5指導計画」の検証に引き続いて取り組んでいきたい。また,「軸テーマ別環境
学習配列表」についても構造図的な表記方法も念頭に入れて検討していきたい。

(3)道徳教育の実践をさらに深め,道徳教育と環境教育のかかわりを明らかにしていきたい。
(4)グローバルタイム (学級の時間における環境学習)の実践をさらに深めていきたい。
(5)生徒の自主性を育てる上で生徒会活動の果たす役割は大きい。等徒会活動の自主的活動を充実
させる教師の援助・指導の在り方を弓|き続き追究していきたい。

(6)地域 (家庭)と の結びつきを強めるための広報活動を継続して展開していきたい。

-35-



ξこりわお

研究委嘱を受けて以来,お よそ 1年半が経過しようとしている。折りしも平成 5年度は新学習指導

要領が完全実施された初年度であり,そ れと時を同じくして研究がスタートしたのである。環境教育

としては,愛知県における初めての研究委嘱であり, さらに,テーマもたいへん大きなものであるこ

とから,何から手をつけたらよいかを模索しながらの出発であった。そこで,全職員が「環境教育指

導資料 (中学校・高等学校編)一 文部省一Jを もとにして学習することから始めた。

研究の出発点はそれを推進する基盤となる研究組織づくりである。学校の教育活動全体を通して環

境教育を進めるという研究の基本方針から考えても,組織づくりは重要な課題となる。そこで,全職

員に希望調査を実施し,で きる限り希望に基づく編成になるように心がけた。さらに,課題を明確に

するために,先進校の視察や先行研究の調査,全国規模の研修会への参加等に取り組んだ。

研究の推進に当たちて,私たちは要請訪間を重視して実践を進めてきた。この 1年半余りの研究期

間における 4回にわたる要講訪間を研究の重要な節目とし,愛知県教育委員会,愛日地方教育事務協

議会,春日井市教育委員会の指導主事の先生方の指導・助言を仰ぎながら,授業研究や体験活動にお

ける様々な実践を検証じつつ,求める方向を模索してきた。

私たちには,ま だまだ多くの課題が残されている。研究発表を一つの通遇点ととらえ,今 日までに

培ちてきたささゃかな成果を基盤に,さ らなる研究の積み上げを図っていきたいと考えている。

最後に,本研究を推進するにあたり,愛知県教育委員会をはじめとする関係諸機関並びに関係各位

より寄せられた温かい御指導,御援助に深く感謝申し上げたい。
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